
京都市内遺跡試掘調査概報

平成n年度

2000年3月

京 都 市文 化 市 民 局



巻頭図版

写真l平安宮中務省跡出土軒丸瓦

写真2中久世遺跡土壌3出土石器



あいさつ
一
」

京都は，世界に誇る数多くの歴史遺産に恵まれた大都市であります。

市内の埋蔵文化財包蔵地には，年代ごとに幾層にもわたり積み重ねられ，

歴史の重みをもつ遺跡が数多く存在いたします。

このような埋蔵文化財は，我が国の歴史や文化の成り立ちを知ること

ができる国民共有の貴重な財産であり，将来にわたって保存すべきもの

であります。

近年，埋蔵文化財包蔵地内における土木工事等による開発行為は，こ

れらの埋蔵文化財に少なからず影響を及ぼしており，先人が残した埋蔵

文化財を引き継いだ私達は，その保存と開発との調和を図りながら，こ

れを後世に伝承していく責務があると考えております。

本報告書は，平成11年度に本市が文化庁の国庫補助を得て実施した埋

蔵文化財調査の結果をまとめた概要報告書であります。調査のうち，試

掘調査は京都市埋蔵文化財調査センターが実施し，発掘調査及び立会調

査は，財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託し実施したものでありま

す。

結びに，今年度の各調査の実施に当たりまして，御理解と御協力を賜

りました市民の皆様をはじめ，御指導と御助言を賜りました関係機関の

皆様に深く感謝申し上げますとともに，本報告書が京都の歴史を知るた

めの一助として，お役に立てれば幸いに存じます。

平成12年3月

京都市文化市民局長

坪 倉讓
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本書は，京都市が文化庁国庫補助を得て実施した平成1l年度の京都市内遺跡試掘調査概要報告

書である。

なお，本書は平成11年1月から12月までに実施した試掘調査の概要を報告している。

試掘調査を実施した総ての地区・所在地・調査日・調査概要・調査面積については，試掘調

査一覧表に掲載（34～37頁）している。

本文の執筆分担は，本文の末尾に記している。

本書に使用した地図は，本市の都市計画局発行の都市計画基本図（縮尺l/2,5M)を複製し

て調整したものを掲載している。なお図版に使用した地図の縮尺は以下のとおりである。

図版1～131/8,000図版14～191/10,000

本書に使用した土壌色名は，農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帳』に

準じた。

遺物整理にあたっては，丸山裕見子・鵜飼隆司・塩崎美保の協力を得た。

本書作成，調査実施にあたっては，京都市埋蔵文化財調査センターが担当し，次の機関の協
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I試掘調査の概要

l調査の概要

京都市内には，社寺仏閣など現存文化財が数多く存在するが，それらの大半は平安京遷都以後

に造られたものである。しかし、平安京遷都と共に設けられた東寺や神泉苑の一部など，現在ま

でその位置が不変なものを除いて，市内には平安京を偲ぶものは殆ど現存せず，遷都前を生きた

人々の生活痕跡を含め，都市の変貌に伴って地中に埋没し遺跡と化してしまった。

現在の京都を生きる我々は，平安京跡ほか長岡京跡・鳥羽離宮跡・六勝寺跡など，都が存続し

たことに関連して設けられた大規模施設や，歴史の中で人々が永々と営んできた京都盆地内の生

活痕跡など，埋蔵文化財が厚く堆積した土地の上で生活しているといっても過言ではない。

これら埋蔵文化財包蔵地で行われる土木工事等の件数は，申請されたものでも1年間で千件を

超す状況であるが，そのうち小規模ながら重要遺構が存在する可能性のある場所や，比較的大規

模な土木工事の申請があった場合は，遺構残存状況や範囲確認及び発掘調査実施の有無を判断す

るために，土木工事の開始前に事業者の協力を得て試掘調査を実施し，遺跡の保護に適合した調

査を指導している。

この概要報告書は，センターが平成11年1月11日から12月27日まで，ほぼ1年間にわたって実

施した試掘調査の結果をまとめたもので，合計86件の試掘調査を実施した。
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2各地区の調査概要（34～37頁の試掘調査一覧表・図版l～19参照）

ここでは，市内をllの調査地区に分け，平成ll年の1年間に実施した試掘調査の成果と，さら

にその地区での主な発掘調査の成果（調査機関名は省略）を簡略にまとめてみたい。

平安宮地区

平安宮跡内では，内裏・大蔵省・中務省・朝堂院・左馬寮に推定される5箇所について試掘調

査を実施した。内裏跡では，後世の織豊時代に築城された聚楽第の西堀と考えられる溝状遺構や，

中務省の北を限る溝（本文掲載）を検出し，設計変更で遺構を保存させたほかは顕著な遺構．遺

物は検出されていない。

この地区の発掘調査では，朱雀高校内で平安宮南限の陰ほかが確認され，平安宮正親司跡（仁

和小学校）では，後世の大規模な土採り跡が見つかっている。

平安京左京地区

この地区では11件の試掘調査を実施した。

五条四坊十町（下京区柳馬場通綾小路下る永原町）では，浅い場所から室町期の土曠やピット

を検出し，九条三坊十町（南区東九条上殿田町）では室町前半の土壌墓・土壌・溝・柱穴を検出

したが，その他では後世の攪乱や流路，湿地状の場所も多く，発掘調査は指導していない。

左京域の主な発掘調査は，左京一条四坊八町（京都御所内）で江戸時代中頃の内裏の築地基礎

部分を検出，一条四坊九・十六町（京都御苑内の迎賓施設建設予定地）からは，富小路の条坊路

面や，江戸時代の道路跡・公家屋敷の園池遺構のほか，甕が七箇所に埋められていた推定能舞台

跡など，公家の日常生活を偲ぶ遺物などが多数出土している。四条一坊四町（中京区壬生御所ノ

内町）では，朱雀大路東側築地内側溝，四条大路北側溝と内溝，邸宅内の建物・溝・井戸．土曠

のほか，邸宅内からの庭石を転用したと見られる暗渠排水遺構も検出された。四条三坊九町（中

京区烏丸三条西南角）からは，平安後期の遣水遺構の一部を発見。六条三坊八町（下京区新町通

松原下るの修徳小学校）からは，古墳時代後期の溝及び土器類，平安前期建物や石製帯飾り具，

中世期の工房．井戸など各時代の遣構・遺物が多数見つかった。七条二坊六町（西本願寺の名勝

滴水園庭園）では江戸期の槍浪池の滝組み遺構が明らかになっている。八条二坊十四町（下京区

油小路通塩小路下る東油小路町）からは，室町期の完全な犬の骨が折り重なって出土し，9箇所

で犬骨（約20体）の土擴が見つかっている。九条二坊十六町（南区西九条北之内町）からは，針

小路の路面及び南側溝のほか，平安前期の園池状遺構や，平安後期から鎌倉期の町屋に伴うとみ

られる泉水や土壌なども検出されている。

平安京右京地区

右京地区では19件の試掘調査を実施した。

四条三坊四町（右京区西院巽町）では四条大路北側溝を検出，五条三坊六町（右京区西院南井

御料町）では大型の掘立柱建物を検出した。また史跡西寺跡（南区唐橋西寺町）では，食堂の礎

石抜き取り跡とみられる遺構を検出した。八条三坊二町（下京区七条御所ノ内西町）では平安前

期の土墳や溝を検出（本文掲載）した。そのほか部分的に遺構を検出した場所もあるが，大半が
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後世の攪乱や氾濫堆積，湿地状地形などがあって発掘調査は指導していない。

右京域の主な発掘調査は，一条三坊十六町（北区大将軍坂田町の山城高校内）で，邸宅内の建

物や，平安京では初めての四脚門が検出きれた。二条二坊十六町（中京区西ノ京円町の駅前広場

整備）からは，溝状遺構，井戸や井戸状遺構などが検出され,10世紀代の遺物が出土した。三条

一坊三町（中京区西ノ京小倉町ほか二条駅周辺区画整理事業）からは，平安前期から後期の園池

遺構・井戸・土壌・建物などが見つかっている。また，同区域内（中京区西ノ京栂尾町）の推定

穀倉院跡では，2箇所で発掘調査が実施きれ，朱雀大路西側溝と築地及び内側溝，その西方の現

場からは平安時代の溝・井戸・竈や銅製品の鋳造遺構なども見つかっている。

太秦地区

この地区では，史跡名勝嵐山・広沢池遺跡・門田町遺跡の3件の試掘調査を実施したが，いず

れも顕著な遺構や遺物は検出していない。

洛北地区

この地区では，植物園北遺跡3．中の谷窯跡l・上総町遺跡2・北野廃寺lの合計7件の試掘

調査を実施し，内1件を発掘調査,1件を設計変更するよう指導した。

上総町遺跡に当たる大谷大学からは，柱穴や整地層を確認したため発掘調査を指導した。また，

北野廃寺（ヴイアトール教会）では，推定講堂跡の礎石抜き取り跡や整地土を確認したため，遺

構保存のため設計変更を指導した。そのほかでは顕著な遺構や遺物は検出していない。

この地区の主な発掘調査は，特別史跡・名勝鹿苑寺（金閣寺）庭園の庫裏の建て替えに伴って，

足利義満の北山殿の礎石建物と方形状の池，北山殿以降の礎石建物，及び北山殿の北御所の東端

などを検出している。

北白川地区

北白川廃寺跡2・白河街区跡l･六勝寺跡lの4件の試掘調査を実施した。

北白川廃寺跡では白鳳期の溝，白河街区跡では平安時代後期の井戸及び土壌，さらに法勝寺跡

からは造営期の落ち込みとみられる遺構（本文掲載）をそれぞれ検出している。

この地区で行われた発掘調査として，京都大学総合人間学部構内遺跡（京都大学吉田寮北）か

らは，江戸後期の道路・野壺・柵列，中世の建物跡・石室状施設・溝・井戸，弥生時代の方形周

溝墓，縄文時代の旧流路などが検出ざれ多数の遺物が出土した。また，京都大学病院構内遺跡

(敷地東南）からは，中世の井戸・集石土曠・柱穴のほか縄文土器なども出土した。京都大学本

部構内遺跡（時計台北側）からは，近世の溝，中世の井戸・瓦溜・古代の溝などが検出され，古

代の溝からは古墳時代の須恵器蓋杯などが出土している。京都大学医学部北部構内遺跡（薬学部

の西）からは，中世の井戸13基のほか，土坑・土器溜・集石遺構なども多数見つかった。

洛東地区

中臣遺跡3．法観寺旧境内1．珍皇寺旧境内l・法住寺殿跡1・山科本願寺跡1，深草寺跡l

の合わせて8件の試掘調査を実施した。

山科本願寺跡では，平成8．9年に発掘調査した山科寺内町西南土塁跡の北へ続く部分（残存
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不良箇所）の測量を指導し，試掘調査で土曠などを検出（本文掲載）した。

この地区の発掘調査は，方廣寺旧境内（大仏殿）南域に当たる京都国立博物館内で，南面道路

(路面）や中世の池状遺構などを検出。中臣遺跡（山科区勧修寺東栗栖野町）からは，6世紀の

古墳と墓，7世紀の集落を発見，古墳周溝から須恵器の蓋杯が並べられた状態で見つかった。

伏見・醍醐地区

伏見城跡6件・醍醐古墳群l･史跡醍醐寺境内l･西飯食町遺跡lの9件の試掘調査を行っ

た。

青少年科学センター北の西飯食町遺跡からは，平安末期から鎌倉期の遺物包含層を検出したた

め発掘調査を指導したが，そのほかでは顕著な遺構・遺物は検出されなかった。

この地区での発掘調査は，醍醐廃寺（伏見区醍醐西大路町ほか市営住宅建設）で，醍醐寺の子

院の可能性がある平安から鎌倉期の石敷遺構や整地層などが検出された。

伏見城跡（伏見区桃山町立売）からは，立売通りの北側にあった町屋や井戸，立売通りの路面

などが検出された。また伏見区永井久太郎ほかの上板橋通り道路改良工事現場からは，石垣・石

組み・犬走りなど，伏見城下大名屋敷（徳川時代）を限る遺構や道路が検出されている。

鳥羽地区

鳥羽離宮跡が9件，上鳥羽城跡1件・上鳥羽遺跡1件・下烏羽遺跡1件の12件を試掘調査し，

その内1件を発掘調査指導した。

鳥羽離宮（伏見区竹田浄菩提院町）の東殿（泉殿）跡からは土壌状遺構が検出されたため，発

掘調査（国庫補助）を指導した。そのほかでは顕著な遺構・遺物は検出できなかった。

この地区での発掘調査は，安楽寿院境内で本御堂跡の礎石抜き取り跡の根石などを確認。下三

栖遣跡（伏見区横大路下三栖辻堂町の新油小路道路）では，竪穴住居跡が初めて検出された。

南・桂地区

この地区では，上久世遺跡1件・中久世遺跡2件の3件の試掘調査を実施し，内1件を発掘調

査,1件を設計変更するよう指導した。

中久世遣跡（南区久世中久世町四丁目）では，竪穴住居跡や掘立柱建物跡などを検出したため

発掘調査（国庫補助）を指導した。

この地区での発掘調査は，大藪遺跡（南区久世大藪町・殿城町の街路建設）からは，長岡京期

の建物・井戸・溝・柵，室町時代の建物や堀など居館とみられる遣構も検出されている。さらに

14世紀の鏡の鋳型が8枚重なって出土し，鋳造過程を知る手掛かりとなる遺物として注目される。

長岡京地区

長岡京跡4件・福西古墳群1件の5件の試掘調査を行った。

長岡京跡では，推定左京東三坊大路の西側溝や時期不明の溝などを検出したが，全体に遺構残

存状況は希薄で，いずれの試掘調査結果からも発掘調査の指導は行っていない。

この地区の発掘調査は，長岡京跡（南区東土川町の河川拡幅工事）からは，左京東三坊第二坊

問小路西側溝・東側溝などが検出されている。 （梶川敏夫）
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Ⅱ平安宮内裏跡・聚楽第跡

l調査経過

調査地は，上京区出水通千本東入西神明町335-1

及び弁天町311-lで，出水通の北側の路地裏になる。

当該地は平安宮内裏内郭回廊の北西隅に推定される

とともに，豊臣秀吉の築いた聚楽第跡の西端付近に

も想定されていた。ここで事務所ビルが建設される

ことになり，回廊遺構及び聚楽第の遺構の確認を目

的とした試掘調査を平成11年3月26日に行った。

調査では，内裏内郭回廊の遺構を確認することは

できなかったが，聚楽第跡に関しては，西堀の西側

肩口と考えられる遺構を検出することができた。

2遣構

内裏内郭回廊の北縁を検出する目的で敷地の南端

No.1

に南北方向のlトレンチを設定した。地表下lmで図2調査位置図(l:5,000)

地山の聚楽土を検出したが，東半部が深く落ち込んで

いた。この落ち込みの性格を探るために，敷地北側に

東西方向の2トレンチを設定したところ，その延長部

分を確認することができた。敷地内の遺構残存度を探

るために2トレンチを西側に延長したが，近世以後の

大規模な士取りにより，地山面である聚楽土を含め完

全に消失していた。

堀状遺構両トレンチで確認した落ち込み遺構の

肩口は整然と南北に連なっており，堀状の遺構と考え

た。士屋町通の西端からこの遺構の肩口までの距離は

約26m,検出範囲内では，現地表から2,2m以上の深さ

がある。断面の形状から，肩口から東に約70cmで急激

に角度を増し，深くなっていく。

写真31T南壁堀状遺構西肩部
埋土は大きく2層になっており，上層は黄色泥砂，

下層は黒褐色泥砂が堆積しているが，時期を確定する遺物は検出できなかった。しかし，青磁片

を含んだ土壌を切っており，中世以降の時期と考えられる。
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土壌1暗褐色泥砂を埋土

とする径約70cmの土壌で，堀

状遺構に切られている。埋土中

から青磁片等が出土している。
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3まとめ

堀状遺構を検出した当該敷地｜
の東半分は,現況地面でも東の｜

土屋町通から約70cm低く，大"|
規模な士取りの行われている敷＃｜

地内の西半分からも20.m以上｜
低い｡興味深いことに堀状遺構｜

の西肩部の延長上で現在の宅地｜

割りが直線的に並んでおり，そ－_L－－－－－
Hl

のラインは南に150m,北に115
.--.－●ご

←･-－．－－－，一一.一一‘

m程度延びている。この延長上

の南端部である土屋町通新出水付近は現地周辺

の踏査結果')から最も低くなっており，従来か

ら南堀と推定されてきた松林寺境内のラインと

繋がる。

また，土屋町通（新出水通～中立売通間）自

体も西の千本通に対して一段低くなっている。

以上の結果から，今回検出した遺構は土屋町

通を含めると推定で幅30m程度の規模になり，

聚楽第跡の西堀と考えることが妥当であろう。

図3トレンチ位置図(l:500)

GL士0，
－

－

灰黄褐色泥I

繩明

鯵
計値打膠砂（岡畑

図42トレンチ北壁土層図(1:80)

(馬瀬智光）

註

1)土屋町新出水通付近は現在でも周囲から一段低いが，西田直二郎が聚楽第に関する遺跡として「土屋

町通稲荷祠附近ノ低地」の名で大正8年に報告している。西田は，当該地は報告の十数年前まで濠状

の池があり，小児がそこで泳いでいたという住人の発言を記している。

西田直二郎「聚楽第遺趾」『京都府史蹟勝地調査會報告」第1冊（京都府）大正八年1～18頁の

15頁参照。
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Ⅲ平安宮中務省跡 No.22

図5調査位置

獄
1調査経過

調査は上京区下立売通千本東入中務町490-50に

おける個人住宅建設に伴うものである。平安宮跡

一帯は壁土に適したいわゆる「聚楽土」の採取の

ため，必ずしも遣構の残りが良くない場合が多い

が，その中にあって中務省跡は珍しく遣存の良好

な地域の一つである。特に今回の調査地の2軒西

隣では中務省の北限築地外側溝が検出されており

Ⅱ)，当該地においてもその延長が検出される可能

性が高いと判断されたため，計画建物はほとんど

掘削を伴わない工法ではあったが，施主のご厚意

を得て平成ll年ll月19日に試掘調査を行った。

Ｌ
個
屑
口

熱置
屋
巨
星
霧
躍

露
雑

雛
研
雛
彌雌

噸
2 遣構・

当該敷地の南寄りにトレンチを設定して調査し
置図（1：5,000）

椹木通

たところ，予想通り築地外側溝と思われる東西溝を検出した。

この溝は断面が逆台形を呈し，幅2.3m,深さl.2mを測る。聚

楽土の地山上に2層の整地土を盛った上から掘り込まれてお

り，検出面は前面の椹木町通路面よりマイナス80cmである。

溝の埋土からは，軒丸瓦・軒平瓦・土師器・凝灰岩片などが出

土した。この南側には犬走りと築地本体があったと思われるが，

それらの痕跡は見出し得なかった。一方，北側は内裏との間の

路面で，礫敷きであることが先の調査で判明しているが，やは

り今回のトレンチ内では確認できなかった。ただ，溝の底に拳

大の礫が多く入っていたのは，この礫敷きに由来するものかも

しれない。また，この溝に切られる形でもう1条の浅い溝が南

側にあるが，これは整地土によって埋められている。

卿

3遺物

復元可能な遣物はすべて溝埋土中から出土したものである。

1は土師器の椀Aで，復元口径ll.7cm・器高4cm弱を測る。

010m

序一一戸-ヨ

図6トレンチ位置図(1:400)
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外面調整はc手法である

が，ケズリの単位はやや粗

く，各所にユビオサエの痕

跡をとどめる。内面は丁寧

にナデられている。小森・

上村編年2)のI期新段階に

相当する。⑦層直上出土。

2は須恵器の杯Bであ

る。⑥層出土。

3は軒丸瓦で②層から焼

前面道路中心高

表 土

挙
詮

3は軒丸凡で②層から焼02m
怜

土とともに出土した。牡丹①25Y4ﾉ3オリーブ褐色砂泥②25Y4/4ｵﾘー ブ褐色砂泥(瓦･焼土含む)@5Y3/1オリー
ブ黒色砂泥④5Y3/1オリーブ黒色砂泥（瓦多量に含む)O5Y4/2灰オリーブ砂泥⑥2.5Y2/2

様の肉厚な花弁をもつ四葉ｵﾘー ブ黒色砂泥(瓦･土師器･小礫多く含む｡凝灰岩片含む)OlOY3/1ｵﾘー ブ黒色砂泥
（瓦・礫含む)O2.5Y3/2黒褐色砂泥（整地土)O2.5Y4/2暗灰黄色泥土（整地土)n.5Y

4/4オリーブ褐色泥土（整地土)mOYR5/6黄褐色粘土（地山）
蓮華文で，間弁も太く，外

図7溝l部分西壁断面図(1:40)
区内縁には珠文を巡ら

<ヨーノ
i

F

F－－－/2す。中房は小振りで半球

状に盛り上がり，弁区と ぐ
の間に圏線を置く。蓮子

はl+5に配する。高い

半球状の中房は，平安期｜

の瓦としてはやや異質で

ある。縦置型一本作りで，

一 一

－

、ﾐ:､#割.?．…箕,.;へ､犀-?.~勘浄．←
裏面には筒部の切り残し‐、Ⅷ… 一・

一

｜己 心 ロ ｡ ＝ － － 分、‐一一口－0も1ロ－

と布目が残る。裏面は瓦

当面に対して大きく傾い
一
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釦
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計
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埜
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》

△
《
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Ｇ
○
夕
ｂ
４

ｎ

ており，そのため天の位
，"菟運瀞雫"‘匹一0

置では瓦当厚が極端に薄一

図8溝l出土遺物実測図(1:4)
<なっている。恐らくは，

｢杵型」の広端を上にして箔を打ち込む手順で作られ，その際に箔を正しく水平に置かなかった

ためと思われる。側面には大振りの格子タタキを施す。今のところ同箔例は見当たらないが，南

西の中務省内における調査で同文の瓦の破片が1点出土している3)。

4は長岡宮式軒平瓦で,7757Aと同萢と思われる。7757AにはAa～Acの3種類があるが4）

判別の決め手となる部分が欠損しているため，どれに相当するかは不明である。曲線顎で凸面は

丁寧にナデられているが，顎面の一部に縦位の縄夕タキが残り，瓦当面にも施文に先行する縄タ

タキが認められる。平瓦部は厚さ4cmで，同型式の瓦ではかなり厚い部類に入る。⑦層出土。
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4まとめ

当該地では調査前の推定通り，中

務省北限築地の外側溝を検出するこ

とができた。溝の下層から長岡宮の

瓦が出土したことは，平安宮でも主

要官衙地区で再利用瓦が顕著である

という従来の知見5）に合致する。ま

た，下層遺物が古く，上層が新しい

ということから，溝は中務省の造営

に伴って掘削された後は大きな溝さ

らえや再掘削もなく，徐々に埋没し

ていった状況が伺われる。

窓鎮

#灘蕊鍵議 蕊ｲ職4

懸議ｿ;．
､蕊

皇
電

一
薑

睡耕

燕瀧鵜

準

繍繍

写真4溝l西壁断面

(堀大輔）

註

l)前田義明「平安宮中務省(1)」「平安京跡発掘調査概報平成3年度」（京都市文化観光局)1992年

2）小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」「研究紀要』第3号（財団法人

京都市埋蔵文化財研究所)1996年

3）前田義明「平安宮中務省」「平安京跡発掘調査概報昭和61年度」（京都市文化観光局・財団法人京都市

埋蔵文化財研究所)1987年なお，軒丸瓦の観察および同文瓦の存在について，財団法人京都市埋蔵

文化財研究所の鈴木久男氏にご教示をいただいた。

4）藤田さかえ「軒平瓦」「長岡京古瓦聚成』（向日市教育委員会)1987年

5）鈴木久男「平安京右京七条一坊の軒瓦について」『同上」
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Ⅳ平安京右京五条三坊六町跡 No.6

1調査経 過

調査地は高辻通と佐井西通との交差点の北西

にある工場敷地内である。平安京の条坊復原で

は，右京五条三坊六町の南東隅に位置する。高

辻通を挟んだ南側の同工場敷地内（五条三坊五

町）では平成2年と3年にそれぞれ試掘調査を

行い，平安時代の前～中期にかけての園池を伴

う邸宅跡を検出し，設計変更による遺構保存の

措置が執られている。

今回，工場敷地内に事務棟・工場棟の2棟の

新築工事計画が立てられ，まず，工場棟建設予

定地の調査を平成11年1月18日に実施した。次

いで事務棟建設予定地の調査を3月29日に行っ

たところ平安時代の南北に並ぶ柱穴や東西溝等

を検出した。このため設計業者と基礎部分の設

計変更について協議を行った結果，建物内部の

独立基礎以外についてはある程度遺跡が保護さ

れるまで変更可能となった。そこで工事によっ

て壊される部分を中心に，当初設定した南北ト

レンチの東側を約3m拡張するような形の調査

区を設けて再調査を平成ll年4月13日から15B

まで行うこととした。なお掲載した遺構図は当

初の試掘トレンチと再調査のトレンチを図上で

合成したものである。

一 条 大 釜

土御門大路

近衛大路

中御門大路

大炊震門大路

二条大莞

三 条 大 路

四条大墓

五条大路

路
室
路
蓬

大
大
大
大

条
条
条
条

六
七
八
九
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京
屋
大
路

西
洞
院
大
路

粟
洞
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大
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宮
大
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大
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雀
大
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皇
易
門
大
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西
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大
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大
路

図9平安京条坊図
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2遺構・遣物

調査地の基本的な層序は，工場用地の盛土の

下に耕土・床土・灰色粘質土・青灰色粘質土

(ベース）・灰色砂礫が堆積する。遺構検出面

は青灰色粘質土上面であるが，この粘質土は所

によっては灰白色や黄褐色に色調が変化し，お

おむね地表下lmに水平に堆積している。なお，

０
印
二
面
■
■
。
。
．
二
［
い
〕
毒
》

Ｉ

筐重重三二二_」

図lO調査位置図(1:5,000)
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本来の遺構成立面は，調査し

た柱穴の掘方が浅いことから

もっと上で，耕作土面と重な

っていたと思われる。
馬

検出した遺構は柱穴・溝・
代溌！

_,:’'’1:1,1,;,，

土壌などで，この内柱穴・溝小”’
fI撚:‘
l雷，,,,

などは平安時代前期に属する路蟻＃1;識
コツ

弱
ものと考えられ，土曠につい

てはそれらより時代が新しい
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ものと思われる。
iji"|f||M:|I#ME3

夛 1溝は幅40cmほどの東西溝

でトレンチの中央部で検出し

た。深さは7cmと浅いがこれは既述のとお

り上部が耕作などで既に削平されているた

めである。

柱穴群はトレンチの南端を除いたほぼ全

域で検出したが，建物として復原可能なも

のは北寄りの柱穴群で他は調査範囲も限ら

れていることもあり建物や施設として把握

することは出来なかった。

トレンチの北寄りで検出した10個の柱穴

群は掘立柱建物として復原可能である。建

物は南北棟で母屋の桁行は4間以上あり，

西側と南側に庇を備え，四面庇の可能性も

ある大型住居である。柱間寸法は母屋，庇

とも約2.4m(8尺）の等間である。柱穴の

掘方は方形で一辺60～80cmあり，柱の直径

は30～40cmに推定でき，柱穴内に根石を入

れるものもあった。掘方の深さは平均25cm

と浅く，やはり上面が削平されている。

遺物は柱穴や排土中から平安前期の土

師器・須恵器・瓦片などがコンテナl箱分

ほど出土したが，磨耗したものや破片が大

半を占め，どれも一括性には乏しい。掲載

した土器の内，須恵器壺(1)と須恵器鉢

『
令癖毒毒雰~雰宇、...

＝雨、
ー

〆

トレンチ位置図(l:1,500図l1

沈
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図12遺構図(1:250)
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(3）は試掘調査時の重機掘削中に出土した

ものであるが，本来は何らかの遺構に伴う

ものであったと考えられる。須恵器杯蓋（2）

はトレンチ南寄りで発見した柱穴から出土

した。

了二＝

2

ト
ー ノノ

ノ．
ノ

､

I
、

3まとめ

今回の調査では，平安時代前期の掘立柱

建物1棟を検出したが，それ以外の施設の

有無などについては限られた調査であったため，

ないままに調査を終了した。前述のごとく高辻j

E三 0 10cm

図13出土土器実測図(l:4)

有無などについては限られた調査であったため，よく判ら

ないままに調査を終了した。前述のごとく高辻通りを挟ん

だ南側の同工場敷地内（五条三坊五町）では，発掘調査に

は至っていないが園池を伴う邸宅跡を確認し，東隣の西院

中学校内（五条三坊四町）の発掘調査でも同様に園池を伴

う邸宅跡を確認している。今回も五条三坊六町で建物跡を

発見したことにより，当該地周辺では平安時代においてか

なり宅地化が進んでいたエリアと推測される。

(長谷川行孝）

写真5調査地全景（北から）

写真6建物跡（南から）
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V平安京右京八条三坊二町跡No.41

1調査経過

調査地は下京区七条御所ノ内西町19番地で，西塩

小路通の北側に面し，佐井通と西高瀬川の中間に位

置している。平安京の条坊では右京八条三坊二町の

南中央部に想定されており，敷地内に八条坊門小路

の北築地心が通る。山田邦和編の『平安京邸宅一覧

表」によると，平安時代前・中期の占有者は不明で，

後期になると雲居号院御領とされている。

当該地で工場建て替えに伴う試掘調査を平成11年

8月12日に行った結果，八条坊門小路北側溝等の条

坊関連の遺構を検出することはできなかった。しか

し，調査事例の少ないこの地域で平安時代前期の土

地改良と占有を確認したことは非常に重要である。

図14調査位置図(l:5,000)空
猩 構2

整地この付近はかつて湿地帯であり，地表下90cm以下には厚い青灰色の粘土層が堆積し

ている。この粘土層は軟弱で建物等を構築するには不向きであったとみえ，大規模な整地が行わ

れていた。整地は小礫を含む灰色砂泥層とにぶい黄色砂泥層をパッチワーク状に投入して一定の

硬度を保たせたものであった。整地層の厚さは25cmから30cmである。平安時代前期の遺構はこ

の整地層の上面で検出した。

土墳1長径1.5m,短径1.3m,検出面からの深さは4cmから20cmである。溝2によって切

られている。埋土には平安時代前期の

遺物が含まれていた。

溝2幅50cm,延長3.1m,深さは

36cmであった。埋土中の遺物から判断

すると時期差はほとんど認められない。

3遣物

土壌1出土遺 物図化したのは4

点だが，258点の破片を認めた。そ~の内

容は，瓦片14点，須恵器甕5点，同小 写真7土曠検出状況（南から）
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壺7点，同短頸壺1点，同坏2点，同胴部片

76点，土師器高坏4点，同高台坏2点，同坏

19点，同甕18点，同胴部片107点，緑釉単彩

羽釜1点，黒色土器椀2点となる。

図17のl･2は土師器Ⅱ及び坏で外面全体

にへう削りが施されている。須恵器坏Aであ

る3は底部へラ切りで，体部の開きが弱い。

須恵器坏蓋の4は高い宝珠形つまみをもち，

天井部は平坦である。

溝2埋土出土遺物26片出土し，内21片

は須恵器で，土師器は4点で供膳形態はなく，

甕3点と鍋1点であった。他には緑釉単彩陶

器1点が出土している。須恵器では小壺，皿，

短頸壺，坏，鉢が認められる。
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4まとめ

調査地は，平安時代後期に「雲居院御領」

であったとされている。院は白河法皇，雲居

は平安時代前期に現在の東山区下河原

町に参議菅野真道が建立した雲居寺を

示すと考えられている])。しかし，今

回の調査では平安時代後期の遺構・遺

物は認められず，8世紀末から9世紀

前半頃2)の遺構とそれに伴う整地が検

出された。当地の御領としての使用形

態は解決できなかったものの，平安時

代前期の段階で土地利用のために湿地

帯を大規模に改良していたことが明ら

かになった。

（馬瀬智光）

註

q■■■

図16拡張区南壁土層図(1:40)

。。1

2

4

0 20cm

－－－－

図17土塘1出土土器実測図(1:4)

l)「平安京提要』((財）古代学協会・古代学研究所編1994年）の354～355頁，『平安京時代史事典」

（(財）古代学協会・古代学研究所編1994年）の264～265頁参照。

2）小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」「研究紀要」第3号（財団法

人京都市埋蔵文化財研究所1996年187～271頁）の200～206頁及び表5,図2参照。
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Ⅵ北野廃寺跡No.S2

l調 査 経 過

調査地は北区北野白梅町5番地で，笹屋町通西

大路の交差点南西側の駐車場である。この付近は

北野廃寺跡の包蔵地内に含まれており，広隆寺の

前身である蜂岡寺や平安時代の野寺常住寺に推定

されてきた。昭和56年に「野寺」と記された墨書

土器が出土したことで，野寺の寺地であったこと

はほぼ確認されている。また，「秦立」等の墨書土

器から秦氏とのつながりの深さもうかがえる!)。

しかし，広隆寺旧境内と北野廃寺跡で出土した瓦

の比較分析から，蜂岡寺と北野廃寺は同一の寺院

ではないとの説2）もあり，この遺跡の性格は今な

お混沌としている。

北野廃寺跡では過去に16次の発掘調査が行われ

ているものの，検出された伽藍遣構は瓦積基壇の

!這蕊蕊

鰯鶴

一
灘

．'‐

1旧

鰡豊班
東半部とこれに取り付く回廊のみである。 図18調査位置図(1:5,000)

今回，瓦積基壇の推定西半部を含んだ当該駐車場で立体化が計画されたため，平成ll年8月5

日に試掘調査を行った。遺跡の破壊を最小限におさえるため施工主及び設計者と協議を行い，独

立基礎に変更の上，基礎の掘削深度も試掘調査の遺構検出レベルに合わせた変更を指導した。

2遣構

建築面積587㎡の2層式立体駐車場は50箇所の独立基礎が予定されていたが，そのうち調査区

として16箇所を選択した。調査区の選定は，昭和52年度(1977)に行われた2次調査3)で検出さ

れた基壇建物1,掘立柱建物3,掘立柱建物4及び回廊の推定範囲を参考にした。l～14トレン

チ，並びに16トレンチは1.6m×1.6m,15トレンチは1.4m×1.8mの規模であった。

基壇建物12次調査報告では基壇上の柱間の間隔から庇を含め東西7間，南北4間の建物

跡を推定している。周縁に瓦積を有した基壇の規模は東西25.95m,南北17.6mとしている。さら

に建物は二時期あり，当初のものを瓦葺き，再建のものを檜皮葺きと考え，野寺の講堂跡ではな

いかと推定している。

推定範囲内で7箇所のトレンチ(2T･3T・7T･11～13T・16T)を設定した結果，北側

庇部分の桁行上で2基の礎石抜き取り穴(P2･P3)を確認した。P2はトレンチ内で南北長

65cm,東西長75cmで抜き取り穴全体の約4分の1に相当すると考えられる。内部には根固め石

15



とみられる長径38cm 笹屋町通

一一~~一・一~.~~●－－,－－－－－－－－－．－－－．-----.-?－

の石が残存していた。

P3はトレンチ内
朧

では南北60cm,東西 畷
｜線

－●－●－寺一旬－－F■

侭
56cmを測る。礎石抜

き取り穴の南西隅部

分とみられる。

掘削深度の深いll

Tと13Tの断面観察

から，地表下50cmで

硬い焼土層を確認し

た。焼土層の下層に

は5cm～lOcmの単位

で複数の層が堆積し，

地表下80cm前後の締

まった黒褐色砂泥層

に至る。この黒褐色

砂泥層までを版築状

に積み上げられた基鬮焼土層
壇土と考えた。

L－』一▲‘.．

醜『
■
■
■
■
■
■
■
■
《
■
■
■
■

画
■
■
●
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■

唖
［

『

諏
躍『P:

2T

割電電l6T

uliM
畷
印
１
１
１
１
１
‐
１
１
１

7

蝋…‘"……
一一＝一

1．も

JII;潅認部分

一一

''一一一一一－
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隣地境界線

掘立柱建物3．4
一 "

掘立柱建物3は南図19トレンチ位置図(1:500)

北l間，東西4問の東西棟，掘立柱建物4は南北l問，東西3間の東西棟で，両方とも建物の軸

線が基壇建物と一致しており，僧坊ではないかと報告されている。想定範囲内に2箇所(4T･

9T),近接して1箇所のトレンチ(5T)を設定した。基壇建物部分に比べ中世以降の包含層

が厚く，その下層に非常に締まった黄褐色砂泥層が存在する。この整地層は現地表下76cm~

88cmで検出された。しかし，掘立柱建物に関連する柱穴等を確認することはできなかった。

回廊部分2次調査で基壇建物の母屋南桁行の延長上に基壇及び礎石抜き取り穴1基が検出

きれているが，後世の削平により規模は不明である。回廊部分に近接して2箇所のトレンチ(14

T･15T)を設定した。14Tでは地表下44cmで4T等で確認したのと同じ締まった黄褐色の整

地層が認められた。一方,15Tでは地表下72cmで焼土層を確認した。両トレンチとも礎石抜き

取り穴や基壇等を確認することはできなかった。

その他の遺構1Tでは4T等と同じ締まった整地層を地表下73cmで確認した。この整地

層上に直径80cmの柱穴(Pl)が認められた。

落ち込み4は7T西端で確認した遺構で，灰褐色砂泥を埋土にもつがその性格は不明である。
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落ち込み5 は ， 基 壇 建 物 ｺ ﾝ ｸﾘｰﾄ
〆

－L－／－－~｢－

－｜側｜

壗壬三二J■

lの前方に設定したlOT南

端で検出した。2次調査で

は基壇に沿って士取穴が複

数検出されており，基壇造

営に必要な土砂を採取した

痕跡と報告されている。こ

の落ち込みも同様の性格を

もつかもしれない。

その他,1T･4T等

‐斗
口I(iL±0m

10
2トレンチ蝿職iﾆﾙi1xI 封

11トレンチ束壁土層同

可 2m

アスファルト71．M色泥砂

バラス8にぶい黄榿色砂礫

現代嘘土9‘ﾘ‘蝸色泥砂(‘'.[地泥砂をブロック状に含む）

w商灰歯色泥砂1門（小礫・瓦胤'1片含む''111.t推地!:）10照糊色砂泥（小礫・‐t器111･を含む）

焼 二 | 州11F,1.池泥砂

茜概色泥砂肘(1.M色土をブロック状に命む)12黄灰色泥砂(礫･炭･瓦片を含む)

図20推定講堂跡土層堆積状況図(l:50)

１
２
３
４
５
６

で確認した締まりのある黄褐色整地

層は基壇周辺のトレンチの全てで観

察できる。

3まとめ、．§

,圃々"＃にﾝ手"榊､臆は非儒野
：､‘瀞､ふ拳胤．．、

に小書く蘆…地層"朧惜を推定漣
するのは困難であった。しかし，特Iﾘﾙ魚郷：

i”"‘''､'*W』.、："､.'.

徴的な黄褐色砂泥の整地層が広がるiⅨA%lf‘‘
写真81トレンチ柱穴l検出状況（北から）

こと，2次調査報告の復元案通りの

場所で基壇建物lに伴う礎石抜き取り穴が2基検出されたこと等’基壇建物の構造の再刊場所で基壇建物lに伴う礎石抜き取り穴が2基検出されたこと等’基壇建物の構造の再確認がで

きるとともに,14次調査地点ｲ）と異なり，当該敷地は遺構の残存度が良好であることがわかった

今後は大型の既存建物のない西側隣接地を中心に伽藍の広がりを確認していかなければならない。

（馬瀬智光）

註

l)関口力・高橋潔「山背国時代の寺院」「平安京提要』((財）古代学協会・古代学研究所編1994年

435～454頁）の“0～443頁を参照。

2）網伸也「広隆寺創建問題に関する考古学的私見」「古代探叢､－滝口宏先生追悼考古学論集一』

（滝口宏先生追悼考古学論集編集委員会･早稲田大学所沢校地埋蔵文化財調査室編1995年477～496頁）

3）梅川光隆『北野廃寺跡一ハイシねむの木建設に伴う発掘調査の概要一』（(財）京都市埋蔵文化財研

究所1982年）

4）「北野廃寺第14次調査」「北野廃寺・北白川廃寺発掘調査概報平成2年度」（京都市文化観光局1991

年l～3頁）
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Ⅶ北白川廃寺跡No.53

駐
弱

1調査経過

調査地は左京区北白川大堂町62で，今回作業場

付き共同住宅の建築が計画されたため，平成11年

10月14日に試掘調査を実施した。当該地は『京都

市遺跡地図』（平成8年度版）では寺域の南半中央

付近に当たり，昭和55年度検出の回廊')の南方に

相当する。この回廊の線を南へ延長すると当該地

のすぐ東側を通り，当該地と東側隣地との間は1

mほどの段差となっている。東高西低のこの段差

は，回廊西辺延長線に沿ってこの宅地区画一帯で

認められるため，おおよそこの段差より西側は，

東方堂宇を中心とする施設（金堂院？）とは別の

空間であった可能性がある。

調査の結果，寺域南限を示す可能性のある東西

溝1条のほか，溝2条，土壌2基を検出した。

裟

蕊
緊

職
醇
謹
謂
諮

鑑
頃錨言需

図21調査位置図(1:5,000)

2遣構

調査は2本のトレンチを南北方向に設定して行った。このうち,1トレンチでは土壌状の落ち

込みを検出したため，この部分を西へ拡張した結果，東西方向の溝（溝1)であることが判明し

た。しかし，当初土曠と誤認したようにlトレンチ内で途切れており，これが東側へ全く続かな

いのか確認するため2トレンチを設定した。ここでは近

世の南北溝（溝2）を検出したのみで，溝2は東へ続か

ないことが分かった。

層序遺構面は2面を確認した。第1遺構面は極め

て浅く,10cm内外の表土直下に存在する黒褐色泥砂面で

ある。この面では近世と思われる溝と，土曠・ピットを

検出した。第2遺構面は廃寺の頃の面と考えているもの

で,GL-30cmにあり、明黄褐色のいわゆる白川砂で形

成された地山である。1トレンチにおいてはこの面で溝

⑪｜ 註｜厚

J1［

E一一F－戸君

lを検出した。また，2トレンチでは，第1遺構面と第

図22トレンチ位置図（1：400）2遺構面の間に，近世以後の整地層と見られる灰色泥砂
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ﾐ、

三上1
N

図23北白川廃寺跡検出遺構・旧地形対応関係図(l:2,500)

（大正1l年京都都市計画基本図を拡大・合成）

層が存在する。遺構検出面が白川砂で，直上が近世である状況から，当該地における廃寺の本来

の遣構面はすでに削平されているようで，敷地全体でも遺物はほとんど認められなかった。

溝2幅140cm,検出面からの深さ40cmの直線的な溝で，軸線を正しく東西方向にとる。西

側は拡張区の外へ続いているが，東はちょうどlトレンチの中で終わっている。一部を掘り上げ

た限りでは，埋土中に遺物はほとんどなく，わずかに布目瓦や土器の細片が見られたのみである。

そのため，年代判別の決め手を欠くが，中世以降の遺物が皆無であることを重視するならば，古

代に属すると見ることができる。なお，北隣の敷地を昭和62年に発掘した際に,10世紀代を下限

19



とする南北溝(SD6)およ

び柵列(SAl8)を検出して

いるが2)，これの続きに相当す

る遺構は認めることができな

かった。

溝32トレンチで検出

した溝で，軸線は北でやや東I(

i!,!'｢i

溝32トレンチで検出図241トレンチ溝l部分西壁断面図(I:40)

した溝で，軸線は北でやや東に振る。埋士には少量な

議
がら陶磁器の小片が含まれ，織豊期ないし江戸時代前

期頃の溝と思われる。

3まとめ

北白川廃寺の寺域については，古地図からの復元が

既に試みられている3'。これによると，北白川小学校

西側を南北に走る通称「阿闇梨道」‘}が，現在の御蔭

通のすぐ北側で東西に分かれる辺りを南限と推定して

おり，この推定南限ラインは，現在も路地や字境とな

って残っている。今回検出した溝lは，このラインか

らわずかに北へずれるもののほぼ一致し，正しく東西

方向であることから，南限区画施設の一部である可能

性がある。当該地の東方で，小林行雄氏によって門趾写真9溝l検出状況（東から）

らしい遺構が目撃されている事実とも合致する5)。埋土に遺物が含まれないのは，この溝が，寺

域設定など造営のごく初期に作られたためとも考えうる。しかしその一方で，南限区画溝として

は，当該地内で途切れて東へ続かないことが不審である。また，東方堂宇を取り巻く施設とは別

に，西方施設を囲僥する溝としても，北へ曲がらずに途切れることがやはり説明しにくい。寺の

区画に関わる溝として，注意するにとどめ，以後の知見の増加に期待したい。（堀大輔）

三上
ローL

l)辻純一「北白川廃寺跡発掘調査概報昭和55年度」（京都市埋蔵文化財調査センター・財団法人京都

市埋蔵文化財研究所)1981年

2）家崎孝治「北白川廃寺跡」「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和62年度」（財団法人京都市埋蔵文化

財研究所)1988年

3）梶川敏夫「北白川廃寺塔跡第2次発掘調査概要」「北白川廃寺塔跡発掘調査報告」（北白川廃寺発掘

調査団・京都市文化観光局文化財保護課)1975年

4）京都市立北白川小学校編「北白川こども風土記」］959年

5）註3に同じ。
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Ⅷ白河街区跡No.55

l調査経過

調査地は平安神宮の北方，錦林小学校グラウ

ンドの東側，丸太町通とその北の春日北通との

間にある，もとは一軒の広い屋敷地である。

当地一帯は，平安時代の後期になって大規模

に開発された白河街区内に含まれている。

白河街区内の復原は，六勝寺を中心に文献資

料や発掘調査成果をもとに行われているが，法

勝寺・尊勝寺などある程度，堂塔の配置復原が

可能なほど調査の進んでいる所と，ほとんど調

査事例もなく，あくまでも推定の域を出ない所

とがある。今回の調査地は，六勝寺の中心部か

らは北方へ離れた所に位置するため，当時何が

立地していたかは判明していない。近隣では過

去に2回試掘調査を実施し，室町時代の土曠な

どを確認しているが発掘調査には至っていない。

図25調査位置図(l:5,000)

調査はマンシヨン建設に伴うもので，当初6月30

日に予定していたが，前日までの大雨で地盤がぬか

るみ調査ができる状況でなかったため，7月19日に

延期した。この大雨の時，敷地内に溜まった雨水が

近隣住宅街に溢れ出したため，開発業者が敷地の中

央に直径4m,深さ3mほどの水溜め用の穴を掘り，

一旦この穴に雨水を溜めてからポンプで場外に排水

する応急措置を執った。ところが，この穴を掘った

所が偶然にも井戸跡と重なっていたため，穴の周囲

には破壊された井戸枠木材と多量の土器類が散在し

ていた。穴の中には竪板式井戸枠の残欠が残ってい

たが，周りの壁面がしみこんだ雨水によって軟弱に

なって崩壊しそうなため調査は断念し，遺物採集の

み行った。出土した士器類は鎌倉時代後期の土師器

(図271～11)の皿が中心で盤(12)も含まれている．

7月19日も前日の雨のため地盤がぬかるみ，思う

春日 |上皿

侭、
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図26トレンチ位置図(l:800)
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ように調査が出来ず，敷地の西側で南北トレンチを2本設定して一旦終了し，22日に再度，東西

方向のトレンチを敷地の南側に設定して調査を終えた。

2遺構・遺物

当敷地内は以前に在った屋敷・樹木・池等の除去に伴う撹乱などにより，層序がかなり乱れて

いた。残りの良いところでの代表的な層序は，地表下0.9mまでが近代の盛土層，その下は20cm

ほどの厚みのある黄褐色泥砂（近世の整地層）で，地表下1.1m以下は地山の黄褐色粘質士とな

る。

発見した主な遺構は土曠墓の可能性がある土曠1基

で，敷地の西辺部に設けた南北方向の2トレンチで検

出した。土壌は地表下1.4mの地山面で検出し，南北

軸約1.2m,東西軸0.7m以上の矩形の平面形を呈し，

深さは0.8mほどある。埋土は黒褐色泥土で，室町時

代前期の土師器皿類(13～24)が出土した。

3まとめ

本調査地では，鎌倉時代から室町時代にかけての土

壌や井戸を確認したが，全体的には撹乱部分が多く発

掘調査には至らなかった。周辺でも発掘調査の事例は

なく，発見した遺構・遺物からは寺院や御所が存在す

る証拠にはならないが，何らかの遺跡が存在したもの

と考えられる。（長谷川行孝）
写真lO3トレンチ全景（東から）
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Ⅸ法勝寺跡No.56

識擢
1 調 査 経 過

調査地は左京区岡崎法勝寺町29-2で，昭和61年

度に,金堂から延びる東廊のコーナー部分を検出!）

した敷地の2軒東隣にあたる。今回この場所に個

人住宅建設の計画が持ち上がったため，金堂関連

施設の有無の確認を主な目的として，平成ll年7

月7日に試掘調査を行った。
『
マ
↓

霧
屋
卸

一
一

一
一

一
●

四
一

異
〉

塁
『
ユ 日

郷
澆
肥
Ｎ
狗
仏
飼

2遣構

層序当地の基本層序は，およそ20cmの表土

の下ににぶい褐色泥砂層，瓦を大量に含む暗褐色

泥砂層,12世紀初頭頃の土師器を含む黒色泥砂層

と続き，その下はいわゆる白川砂の地山となる。

このうちにぶい暗褐色泥砂層は，トレンチ北端で 到聯-.露鍵
は認められない。 図28調査位置図(1:5,000)

遺構小規模な調査ではあったが，トレンチの東端で東へ

の落ちを確認した。そこで一部トレンチを拡張して調査したと

ころ，白川砂の地山の段階で大きく東側の切り土が行われ，こ

れが直上の黒色泥砂層にも反映された格好であることが分かっ

た（図30)。この黒色泥砂層の傾斜変換は，元々上面が水平で

あったものが，その上の瓦溜（暗褐色泥砂層）に切り込まれた

結果こうなったと見ることもできるが，地山の傾斜変換点との

一致から，本来このような傾斜を持っていたものと思われる。

この落ちがほぼ正南北方向であることからも，これが金堂地区

を一段高くするための法面で，黒色泥砂層は法勝寺伽藍整備に

⑪

江 一奴向、90ノー侠ノvノ(云凪lL，需己〃ロ1』ツノ吉Wd､《玄ﾉ]ガ､寸~l"Ⅱ壷走U用V－二条通

0 10m

伴う整地土層である可能性が高い。おそらく白川砂では整地の岸一言Ⅲ

形状が維持できないために，泥砂をかぶせたものであろう。こ図29トレンチ位置図(1:400)
のことは，黒色泥砂層に含まれる土師器が小森・上村編年のV期古段階に相当する2)ことからも

言える。承保2(1075)年の造営開始まで遡るかどうかはわからないが，伽藍整備の比較的早い

時期に施工されたものと思われる。
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3遣物

遺物のほとんどは瓦溜めから大量に出土した

瓦で，サンプルとして取り上げた分だけでもコ

ンテナ2箱分ある。他に土師器の皿が遺物袋1

つ分ほど出土した。

土師器皿では,e手法の調整を行い，口縁に

明瞭な2段ナデを施すものがほとんどで，ての

字状口縁のものがわずかに含まれる。2段ナデ

のものは口縁が完全には開かなくなって，上段

V一一一三一ﾉ

図30トレンチ南壁断面図(l:40)

のナデ部分がやや立上がりぎみに外

反するという特徴から,V期古段階

に相当する資料群と言える。

軒丸瓦は2点出土したが，瓦当が

残るのは1点のみである。16葉程度

の単弁蓮華文で，弁は萎縮が進んで

いる。中房上の蓮子表現も極めて不

明瞭だが，中心に三叉形を置いてい

るか，あるいは三方向にハート形を

陰刻しているようである。中房と弁
写真l1トレンチ写真（南から）

区の間は幅の広い溝で区画し，弁区

と外縁の間には珠文を巡らせる。丸瓦凸面には縦位縄タタキが残る。焼成はやや甘いが，胎士は

灰白色の精良なものを用いている。文様的には丹波産のものに類例が求められる。
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4まとめ

今回の調査地は六勝寺筆頭である法勝寺の金堂・東廊の隣接地であるため，何等かの関連施設

の存在が期待された。その結果，西が高く東が低い段差状の遺構を検出し，これが金堂地区を周

囲より一段高くするための施工であることが考えられるに至った。金堂・東廊は柱間寸法が約3

mと復元されており，仮にこれを基準尺として計測を試みると，金堂の中軸線からこの落ちの肩

口までの距離はおよそ25.5尺となる。図上計測であるため正確な数値ではないが，造営計画の数

値としては，決して不自然なものではない。今後，南北の延長線上や，西側の対称位置において

は，同様の遺構の存否に注意していく必要があるだろう。

（堀大輔）

註

l)上村和直・辻裕司『法勝寺跡発掘調査概報j(京都市文化観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所）上村和直・辻裕司『法勝寺跡発掘調査概報j(京都市文化観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所）

1987年

小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第3号（財団法人

京都市埋蔵文化財研究所)1996年。軒丸瓦については財団法人京都市埋蔵文化財研究所の鈴木久男氏

2）

に，土師器の年代観については，小森俊寛氏に多くのご教示をいただいた。
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X山科本願寺跡No.60

1調査経過

調査場所は平成9･10年度に発掘調査を実施した山科本願寺士塁南西コーナー部から北に30m

ほど離れた，最近まで民家の建っていた所である。敷地の西側には南北の水路が走り，これに平

行して土塁が17mほど残っていた。

工事の計画は，この土塁を削平して敷地全体を平坦化し，3棟の住宅を建築する宅地開発であ

った。試掘調査は平成ll年10月28日に道路予定地を対象として，東西トレンチを，箇所設けて実

施した。土塁については，別途その取扱いについて開発者と協議し，既に半壊状態にある現状を

鑑み発掘調査の指導は行わず，土塁測量図の作成を求め，さらに工事中の立会調査を実施した。

2 遣 構

東西トレンチは土塁の内側に位置し，地表下40cm前後で黄褐色土のベース面が認められ，

このベース面で土曠を数基検出した。この土壌群の中には焼け土を多量に含むものもあったが，

土器等の遺物の出土量は少なかった。平成9年に土塁コーナー部の内側を調査した時には，土塁

に近接して井戸や倉などが見つかるなど貴重な成果が得られると共に，天文元年(1532)本願寺

焼き討ちの状況を表す焼土層なども確認されていることから，今回発見した土壌群も焼き討ち後

の整地に関連するものと推測される。

敷地内に残存していた土塁は，高き3m･IE3mで北側の敷地境界から南へ17mほどの間に在

蕊
鶴瀧婁謂蕊

醐軍

図32調査位置図(1:5,000)
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図33トレンチ位置図(l:600)及び土塁断面図(l:200)
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った。土塁の斜面は既に両側からほぼ

垂直に削られ断面がむき出しになって

おり，当初の半分程度の厚みしか残っ

ていないと考えられる。頂部は少し西

側に向かって傾斜しているが，その勾

配は緩やかであることから，本来の最

高部に近い部分と推測される。堀につ

いては後日，西側境界を流れる水路の

護岸補強工事中に立会調査を行い，土

塁から水路下へ向かって落ち込む外堀

の一部を確認した。

3まとめ

平成9年の宅地開発が契機となって

始まった本願寺士塁の発掘調査によっ

て土塁の構造や土塁のすぐ、内側に本願

寺に関連した施設が多々あることなど

が判明した。しかしその代償は大きく

僅か二年の間に国道1号線以南に存在

した土塁は全て消滅し，住宅地や駐車

場に変貌してしまった。今後も土塁内

の施設解明のため周辺地域の調査を続

けていかなければならない。

（長谷川行孝）
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XI中久世遺跡No.80

1調 査 経 過

調査地は南区久世殿城町l･2･6･7･9･

10の工場跡地で，西国街道（府道上久世石見上里

線）から一区画おいたすぐ北側である。現在中久

世遺跡として指定している範囲のほぼ中央に位置

し，周辺近接地の立会調査でも弥生～平安期の遺

構・遺物が検出されている!)。また，『山州名跡志』

に行基創建と伝え，近世下久世村の信仰を集めた

福田寺の隣地でもある。今回当該地が宅地として

造成きれることになったため，遺構の有無を確認

するための試掘調査を平成ll年8月2日に実施し

た。調査は，下水管等の埋設が予想される宅地内

道路部分に，南北2本・東西1本のトレンチを設

定して行い，その結果，溝1条・土塘2基のほか，

不明遺構1．柱穴多数を検出した。中でも土壌3

馴

蝉I
諦|4II-||:

からは多くの弥生時代の遺物が出土したため，3 図34調査位置図(l:5,000)

トレンチ部分については，工事掘削の際に立会調査を行うことを指導し,11月29日，財団法人京

都市埋蔵文化財研究所によって実施きれた。

遣 構2

層序層序は全体に単純で，20～40cmの現代盛土を除くと，かつて耕作地であった時の床土

である灰色泥砂の層があり，その直下が黄褐色砂泥の地山となる。遺構はすべてこの地山の上面

で検出した。地山面は周辺の地形と同じく北から南へ緩やかに傾斜しており，水平に整地された

敷地内GLからは,1トレンチで-40cmであるのに対し,3トレンチでは-70～80cmを測る。

溝11トレンチの中ほどで検出した東西溝で,Wg180cm・深さ40cmを測る。底面は緩やか

なカーブを描く。今回検出した遺構は全てこの溝より南側にあって，北側には全く認められず，

溝1を境に様相が一変する。このことから，やや小規模ではあるが，この溝が南の集落域と北と

を区画する施設であった可能性が考えられる。出土した弥生土器は多くないが，Ⅲ様式後半を主

体としつつ，Ⅲ様式前半からⅣ様式後葉のものまで含み，ある程度の期間，溝として機能してい

たと思われる。

不明遺構22トレンチの西端で検出した。GLから2m以上掘削したが底に達せず，全体

の形も押さえられなかったため，その性格は不明である。青灰色の粘土で厚く埋まっており，弥
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生土器のほか，杭な

どの加工された木材

が出土した。

土壌33トレ

ンチで検出した。直

径2.5～3.0m･深さ

0.8mほどの土壌で，

試掘の際には東西溝

と考えていたが，立

会の際に西側で閉じ

ることが分かったた

め，土塘とした。断

面図作成のため幅30

Cmで掘り上げたとこ

ろ，完形の石斧・石

庖丁や弥生土器な

ど，部分的な掘削に

もかかわらず，豊富

な遺物が出土した。

土器は壺・甕がほと

んどで，畿内第Ⅲ様
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図35トレンチ位置図(1:600)
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式でも前半のものに限られるよう盛 土

である。ただし部分掘削のせいも

あるが完形には復元できないもの

が多く，出土状況からも埋納され

たものとは認め難い。

土塘4土壌3の南側で検出

図363T･士曠3部分東壁断面図(1:40)した。直径1.3m・深さ0.6mを測

る。これも東西方向の溝と見ていたが，土曠3と同様に西で閉じ，土壌であると思われる。検出

のみで調査を終えたため，詳細は不明である。

3遣物

石庖丁土壌3から出土したもので，完形1点・破片2点がある。いずれも片刃の磨製石庖

丁で，直線側を刃部とする。材質は粘板岩である。完形で出土した図37のlの場合，縦4.3cm･

横16.5cm・厚さ0.6cmで，中央より左に寄って2つの穿孔がある。刃の穿孔部に近い部分は，使用
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によって磨滅している。2は立会で

検出したもので，不明瞭だが表面左

寄りの部分から片刃であることがわ

かる。穿孔の位置はlと逆で右寄り

につけられる。

石斧全長14.5cm･幅4.0cm･厚

さ3.0cmの柱状片刃石斧である。裏面

基部近くには，浅い挟りによって面

を2面もち，基部端面にも浅い窪み

がある。土曠3出土。 写真153T士曠3･4検出状況（南から）

’ ’
弥生十器図化し得た

ものは15個体である。3･

4･10が溝lから,5～7

が不明遺構2から,1･

2･8･9･11～15が土曠

3より，それぞれ出土した。

１
’
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！

〃
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菱
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毒
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｜

態i
壺lは口縁が大きく

水平に近く開くもので，口<-－ 2

唇部にかけてさほど厚みが－－‐

I変化しない。口縁端面には

櫛描きの連弧文を施す。堅図37土壌

OZOcn
一一一一一一ゴ

櫛 描きの連弧文を施す。堅図37土壌3出土石器実測図(l:4)

綴に焼成され，灰白色を呈する。2は肩部の破片で，刻目突帯の上には6重の櫛描波状文を2段，

下には8重の櫛描直線文と4重以上の波状文を施している。焼成は堅徴で灰白色を呈する。溝l

出土遺物の中では，やや古相を示す資料である。7は外面をタテハケ，内面をヨコハケで整える

もので，口縁端面にもハケメを施すため，口縁の下の角はわずかに張り出すように鋭角になって

いる。また，内面口縁付近にはおこげ状の炭化物が付着する。

無頸壺2個体があり，ともに不明遺構2から出土した。5は全体に磨滅しているが，口縁

付近内面を強くヨコナデしていることが観察される。6は外面に6重の櫛描波状文を飾るもので，

施文に先行してナデによって丁寧な調整が行われている。口縁端面はハケメで整えている。堅綴

な焼成で灰黄褐色。

甕3は頚部から口縁にかけてあまり厚みを変えずに移行するもので外面から口縁端部はナ

デ，内面は目の粗いヨコハケメで調整する。溝1出土遺物ではこの個体のみがⅣ様式の特徴を示

す。4は若干垂下した口縁端部に，櫛状原体で扇状文を施文する。外面はナデ，内面はヨコハケ

メで調整され，口縁付近のみヨコナデしている。焼成は堅綴で浅黄燈色を呈し，胎土にはlmm程

度の砂粒が多く含まれる。8は褐灰色で石英を多く含む特徴的な胎土のもので，外面および内面
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図38出土土器実測図(1:4)

口縁を丁寧にハケメで調整する。内面の口縁直下には2重の櫛描波状文を飾り，口縁には指頭押

圧によって耳状の突起をおよそ90度ごとに付けている。また外面のハケメの上に施した横位の直

線文は，5本をl単位として施文されている。使用によって外面には炭化物が多く付着する。

11･12は口縁部がヨコナデによって折り曲げるように成形されているもので，ともに端部には刻

み目を施す。外面および内面口縁部はハケメで調整される。10･13～15は口縁端面に刻み目を施

さず，端面が比較的明瞭な面をもつものである。口縁から胴部への移行が緩やかなものが多い。

灰白色からにぶい黄榿色，灰黄褐色を呈し，焼成はおおむね良好である。

4まとめ

本調査では，限られた面積の調査ながら，溝や土曠など多数の遺構を検出することができた。

周辺の旧地形は北西から南東へ流れる何条もの流路と，それに挟まれる形で居住域としての微高

地が存在したと復元されている2)が，今回のトレンチ内では流水の痕跡は見出せず，良好に遣存

する地山上に多数の柱穴を確認したことから，付近一帯がそのような居住域の1つであったと考

えられる。その中心年代は弥生時代中期前葉であったことが，Ⅲ様式に集中する土器の年代から
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伺える。当該地の西方160mほどの地点では，同時期の土器が大量に出土したこともあり3),こ

の時期には広い範囲で集落が営まれたものと見られる。

（堀大輔）

註

1）

2）

3）

京都市文化観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所『京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和58年度」

1984年

吉崎伸『中久世遺跡発掘調査概報平成元年度』（京都市文化観光局)1990年

｢Ⅶ中久世遺跡(91MK142)」『京都市内遺跡立会調査概報平成3年度」（京都市文化観光局)1992年

なお，今回弥生土器の観察と年代観については，財団法人京都市埋蔵文化財研究所平方幸雄氏に様々

など教示をいただいた。記して謝意を表します。
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表2試掘調査一覧表

平成10年度

平安宮

l～3月期

平安京左京

平安京右京

太秦地区

洛北地区

洛東地区

伏見・醍醐地区

－34－

遺跡名 所在地 調査日 調査 概要 調査面積 番号

内裏・聚楽第跡 上・出水通千本東入西神明町335-1,弁天

町311-1

3/26 GL-0.7mで深さ1.5m以上,152.7m以上の南北方向

の溝状遺構を検出。聚楽第西堀か。本文5頁

28㎡ 1

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

四条三坊一町

五条一坊五町

五条四坊十町

中・西洞院通三条下る柳水町72

中・壬生相合町l3-33他

下・柳馬場通綾小路下る永原町l54-l他

2/17

l/13

l/21

敷地の大半が地山面を深く掘り込んだ現代の撹乱

で 遺構面はほとんど消失していた。

GL-1.1mまで盛土,GL-l.4mまで粘土取り穴。平安

期の遺構は完全に削平されている。

GL-2.0mで地山の砂礫層。室町時代の土曠．ピッ

ﾄ等を検出する。

183nf

19nf

44㎡

２
３
４

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

町
町

五
六

坊
坊

一
一
一
一
一

条
条

五
五

六条一坊十六町

町
町

一
二
一
ハ

坊
坊

四
三

条
条

六
七

七 条三坊六町

中・壬生東高田町17番地

右・西院南井御料町6-4

下・中堂寺庄ノ内町24~4

右．西院六反田町17-2

右・西京極中溝町2-3

右・西京極中溝町2-9

3/17

l/18.3/29。

4/13～15

3/15

3/25

2/25

3/3

GL-1.0mで南へ落ち込む湿地状の堆積。

計画地の西半はGL-0.8m以下，湿地状堆積。東半

はGL-0.8～1.0mで平安時代の大型掘立柱建物跡な

どを検出。設計変更を指導する。本文10頁

現在の西高瀬川の河床よりも盛土が深いことから，

河川改修以前は当該地は流路跡か。

GL-0.8m以下，灰色泥土の分厚い湿地堆積。

西半部は，砂礫をベースとする微高地。東半部は

湿地堆積。

敷地の大半は湿地帯。

18nf

182nf

1lnf

63㎡

86㎡

38㎡ ０

５
６
７
８
９
１

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

史跡・名勝嵐山 右・嵯峨鳥居本小坂町21 2/10 GL-0.3mで地山検出。遺構・遺物なし。 21nf 11

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

植物園北遺跡

植物園北遺跡

北・上賀茂池端町24

北・上賀茂豊田町27,38

3/1

3/11

GL-0.9～1.15mで地山の砂礫層，氾濫域のため遺構

検出できず。

GL-0.5～0.8mで地山。河川の氾濫堆積。

28㎡

35㎡

２
３

１

１

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

中臣遺跡

中臣遺跡

山・栗栖野狐塚町1-4

山・西野山中臣町75-17の一部,75-18の

一部

l/11

3/8

GL-1.1m以下，河川の氾濫堆積。

GL-1.0～1.14mで地山の浅黄色砂泥。遺構・遺物

なし

13nf

1lnf

４
５
１
１

遺跡 名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

伏見城跡

伏見城跡

伏・桃山最上町55

伏・桃山町伊賀60-8,60-10,60-11

2/8.2/9

2/I

GL-0.8～1.8mで地山を検出。土塘3基，東西溝1

条を検出するが，遺構密度は薄い。

GL-0.3～0.6mで地山を確認。近世以後に雛壇造成

が行われたと考えられる。

254㎡

41nf

16

17



烏羽地区

平成11年度4～12月期

平安宮

平安京左京

平安京右京

－35－

遺跡名 所在地 調査 日 調査概要 調査面積 番号

鳥羽離宮 跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

伏・竹田西桶ノ井町33

伏・竹田浄菩提院町76

伏・竹田東小屋ノ内101

3/23

2/15

1/27

GL-l.'～1.8mで鴨川の氾濫堆積。

GL-1.2mで土壌を検出。発掘調査を指導する。

GL-0.9mで束へ落ち込む池状堆積を検出。

56㎡

22㎡

27㎡

18

19

20

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

大蔵省

中務省

院
寮

堂
馬

朝
左

上・千本通中立売通東入丹波屋町360他

上・下立売通千本東入中務町490-50

上・千本通竹屋町上る南主税町1206,1207

中・西ノ京左馬寮町9-38

9/1

11/19

12/15

8/9

GL-0.57mで黒色泥土（ベース),遺構・遺物は発

見出来ず。

GL-0.8mで中務省北限溝を検出。設計変更を指導

する｡本文7頁

GL-l.96mまで粘土採掘により破壊されている。

顕著な遺構・遺物なし。

13IIf

7㎡

11I,f

21nf

１

２
３
４

２
２
２
２

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

町
町

八
二

坊
坊

一
一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一

三条四坊二町

三条四坊 二町

六条三坊十一町

東 京 極大路

町
町

九
十

坊
坊

四
三

条
条

七
九

上・丸太町通堀川西入西丸太町187他

中・西洞院通押小路下る押西洞院町605他

16筆

中・東洞院通押小路下る船屋町403,404-1,

406

中・高宮町l94他

下・烏丸通五条下る大阪町373･諏訪町通

五条下る上諏訪町295-l他

下・寺町通五条上る西橋詰町744-2他

下・西木屋町通上ノロ上る梅湊町88

南・東九条上殿田町41-1

9/29

8/6

12/27

4/26

6/1

8/18

12/13

11/24

GL-1.1m以下，砂礫層。

GL-1.0～1.6mまで近世の盛土，以後砂礫の地山。

GL-2.5mまで旧建物による撹乱。

GL-l.2mの砂礫ベース面で時期不明の東洞院東側

溝及び桃山時代の土壌1基を発見。

中世には湿地帯であったと思われる。遺構は希薄

で,GL-2.3mで地山の黄褐色砂礫を認める。

GL-2.12m以下，鴨川の氾濫流域。

GL-0.45～1.8mで氾濫堆積の地山。

GL-0.66mで褐灰色泥砂層上面で室町時代前半の土

塘墓，土壌，南北溝，柱穴を検出。

勺
｝

ｍ
，
、

71

43

109nf

66㎡

78㎡

38㎡

85㎡

66㎡

５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
２
３
３
３

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

四条一坊六町

町
町
町

四
五
二

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条

四
六
六

町
町
町
町
町

岬
郵
添
韮
韮

条
条
細
条
条

六
七
七
八
八

跡
町
町
町

蹄
輻
“
岬

跡
鮖
条
条

史
九
九
九

中・壬生花井町3

右・西院巽町32他3筆

下・西七条東御前田町8,8-1,8-2,8-3

右・西院南寿町17-1,-2,-3

右・西院月双町40

３
４
２
８

町
町

境
丸

庄
大

北
西

極
極

一
泉
一
昆

西
西

右
右

下・西七条石井町47

下・七条御所ノ内西町19

南・唐橋西寺町44

南・吉祥院前河原町22他

南・吉祥院宮ノ西町29,26-1

南・吉祥院宮ノ西町ll他

7/6

11/1

11"6

6/9

５
２
２
２
副
“

辨
頓

8/12

6/14

9/8

1O/6

lⅣ12

設計GL-l.3m以下で湿地状堆積。設計GL-1.6m以下

で砂礫の地山。

四条大路北側溝と考えられる東西溝を検出。

GL-1.0mで湿地状堆積。

GL-0.86mで，平安時代の遺構面。小型の柱穴や浅

い落ち込みを検出。

GL-1.26mで時期不明の南北溝1条。

河川の氾濫堆積を確認。

GL-1.0mで桂川の氾濫原。

GL-0.9～1.37m以下，湿地状堆積。

一部整地土上に平安時代前期の土壌1基，溝1条

を検出。本文13頁

食堂の礎石抜き取り穴と考えられる遺構を1基確認。

GL-0.72mで灰色粘土，以下桂川の氾濫堆積。

GL-0.7m～0.8mで氾濫堆積。

GL-1.2～2.0mで氾濫堆積。
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33

34
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45



太秦地区

洛北地区

北白川地区

洛東地区

伏見・醍醐地区

－36－

遺跡 名 所在地 調査日 調 査概 要 調査面積 番号

広沢池遺跡

門田町 遺 跡

右・山越乾町l他

右・太秦門田町6-16

5/17

4/12

GL-0.58m以下，湿地状の堆積。石器検出できず。

GL-0.45mで，明黄褐色の地山。東西溝2条，杭列

1条，柱穴3個を検出。

19nf

20㎡

46

47

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

中の 谷 窯 跡

上 総町 遺跡

上総町遺跡

植物園北遺跡

北野廃寺跡

左・岩倉木野町137

北・小山上総町

北・小山上総町

北・上賀茂桜井町l4他

北・北野上白梅町5

4/5

12/8.12/9

9/6

11"

8/5

中の谷の流路部分に相当する｡遺構・遺物なし。

GL-0.4～09mで地山。柱穴群，整地層等検出。

発掘調査を指導する。

GL-0.5mで奈良時代の流路跡。

GL-0.67mで賀茂川の氾濫堆積。

北野廃寺講堂跡に伴う礎石抜き取り跡，整地土を

確認。設計変更を指導する。本文15頁

㎡

？
■

ｍ

‐
、
句
耐
，
面

９
３
８
２
６

２
５
４
５
３

48

49

50

51

52

遺 跡名 所在地 調査日 調査 概要 調査面積 番号

北白川廃寺跡

北白川廃寺跡

白河 街 区 跡

六勝寺跡

左・北白川大堂町62

左・北白川堂ノ前町30,32

左・岡崎入江町24他

左・岡崎法勝寺町29-2

IM4

8/3

6/30.7/19

7/22

7〃

GL-30mで地山。白鳳溝1条，近世溝1条を検出。

本文18a

現地表面は周囲よりも1m低く，過去の造成工事

で完全に削平されたと考えられる。

GL-1.4mで中世の井戸及び土壌を各1基検出。

本文21頁

敷地東端で地山の落ち込みを検出。本文23頁

43㎡

25㎡

100ITf

24㎡

53

54

55

56

遺跡 名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

法観寺旧境内

珍皇寺旧境内

法住寺殿跡

山 科本願寺跡

中臣遺跡

深草寺跡

束．八坂通下河原東入八坂~上町379-1

東・広道通松原上ルー丁目玉水町70他

東・妙法院前側町447

山・西野左義長町l9-l他

山・栗栖野打越町34-5,36-6,36-8

伏・深草田谷町3

lⅣ18

7/21

8/23

l"28

11/15

9/20

GL-1.36mで白鳳期から平安時代後期の瓦等を含む

土壌状遺構を検出。

地山直上まで近世から近代にかけての整地層。

GL-1.18mで東西方向の溝状遺構。

GL-0.2～0.4mで焼土などを含む複数の土曠を検出。

平成9年度･'0年度に発掘調査した土塁の続きを測

量。本文26頁

GL-0.7m以下地山。幅90cm,深さ26cmの時期不明

の溝状遺構検出。

GL-1.0mで地山の明黄褐色砂泥。遺構なし。

26,r

36㎡

17nf

28㎡

18nf

39㎡

７
８
９
０
１
２

５
５
５
６
６
６

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

醍醐古墳群

史跡醍醐寺境内

西飯食町遺跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見 城 跡

伏見 城 跡

伏・醍醐内ケ井戸町19-l他

伏・醍醐東大路町，伽藍町他

伏・深草池の内町13(京都市青少年科学

センター内）

伏・深草大亀谷六躰町28-2.38-1

伏・新町6丁目990,新町5丁目498-2,今町

666他

伏・西大手町324,325,334

伏・大坂町588他

9/27.28

5/10．11

9/1．2

9/22

W25

12妬

11/29

古墳の存在は認められなかった。

既存管の確認調査のため，近世以後の路面遺構を

除き，顕著な遺構なし。

平安末期～鎌倉時代の遺物包含層の上下2面に遺

構あり。発掘調査を指導する。

GL-0.5m以下，砂利・砂等の無遺物層

表土直下が地山面。遺構・遺物ともに発見出来ず。

GL-0.44mで厚い砂の堆積，遺構・遺物なし。

GL-1.0mで黄褐色粘土の地山。近世以後の落ち込

み等検出。

つ
口

ｍ
似
、

90

24

㎡100

㎡

つ
》

、

？
》

、

？
】

、

55

50

23

43

３
４
５
６
７
８
９

６
６
６
６
６
６
６



烏羽地区

南・桂地区

長岡地区

－37－

遺跡名 所在地 調査日 調査 概要 調査面積 番号

上鳥羽遺跡

上鳥羽城跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮 跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮 跡

鳥羽離宮 跡

下鳥羽遺跡

南・上鳥羽南部地区街区番号第106ブロツ

ク町田23-4他

南・上鳥羽城ケ前町2他

伏・竹田西樋ノ井町19

伏・竹田田中宮町91

伏・竹田西内畑町106他

伏・竹田東小屋ノ内町101の一部

伏・竹田東小屋ノ内町llOの一部

伏・竹田東小屋ノ内町110の一部

伏・竹田松林町22

9/16

7/12

6/28

9/8

7/28

5/26

5/26

12/1

6/16

GL-1.5m以下，河川の氾濫堆積。

計画建物の範囲内は,GL-lm以下氾濫堆積。

GL-l.2m以下，鴨川の氾濫堆積。

湿地状の堆積。

GL-1.2m以下，鴨川の氾濫堆積。

GL-1.6m以下，池状堆積。

トレンチの北半部はGL-0.9m以下，池状堆積。

GL-1.0～1.52mは氾濫堆積，それ以下池状堆積。

GL-1.0m以下，湿地状の堆積。

㎡

句
夕
や

、

ワ
ー

ｍ
，
師

つ
》

、

ワ
ロ

、

つ
一

、

69

47

22

21

23

20

30

？
》

、11

⑱
一

、43

70

71

72

73

74

75

76

77

78

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

上久世遺 跡

中久世遺跡

中久世遺跡

南・久世上久世町66の一部,67-1

南・久世殿城町1,2,6,7,9,10

南・久世中久世町四丁目37

０

加
脱
Ｗ

ｌ 溝1条を検出する。

弥生時代の溝・柱穴群を検出する。設計変更を指

導する。本文29頁

竪穴住居跡や掘立柱建物跡等，前面道路から約40

cmのところで検出された。発掘調査を指導する。

41nf

80㎡

65㎡

79

80

81

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査面積 番号

福西古墳群

長岡京跡

長岡京跡

長 岡京跡

長岡京 跡

西・大枝東長町1-36

南・久世築山町250-l他

伏・羽束師菱川町579.580

西・大原野上里南ノ町912他

西･大原野上里南ノ町546-l他

9〃

11/17

5/25

7/26

5/19

GL-l､56～2.0mで榿色の地山。遺構・遺物なし。

GL-1.94cm以下，湿地状堆積。

地表下0.6mで推定東三坊大路の西側溝を検出。

東側溝は発見出来ず。

GL-0.74mで時期不明の溝2条。

小畑川の河岸段丘斜面を確認。

23㎡

70㎡

65㎡

160,,f

２
３
４
．
５
６

８
８
８
８
８
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ふりがな きようとしないいせきしくつちようさがいほう

書 名 京都市内遺跡試掘調査概報平成11年度

副 書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 梶川敏夫・長谷川行孝・馬瀬智光・堀大輔

編集機関 京都市埋蔵文化財調査センター

所在地 〒602-8435京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1

発行機関 京都市文化市民局

所在地 〒604-8571京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488

発 行年月日 西暦2000年3月31日

所収遺跡名 所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間

調査面積

(㎡）
調査原因

羊､娑菅跡
じゅら《

聚楽
だいあと

第跡

講齢葦蔀詩主蓋瞳
でゑずとぢりせんぼんひがしいる

出水通千本東入

茜誇術苛
ｰI■■■ー1■ ■■1■■■ー■■■■1■■■－－－－－1■■■'■■■I■■■Ⅱ■■■－－国

26100

ｰ－－－－－－1■■■I■■■一屯F－－－－‘■･■■一一一一一■■■ヨ

35度

分
秒
１
６

■一一一■■■■■D一一一■■■■ー■■■■■■■■ーﾛ

135度

分
秒
４
６
４
４

1999/3/26 28 事務所

へいあんきゅうあと

平安宮跡
なかつかきしょ入

中務省

葦繊葦蔀帯主蓋瞳

羊笠莞遥羊I叢業天
き4．つ＊･喜亀よ§

中務町
■ ■ ■ 4 ■ ■ ■1■■■－－■■■■■1■■■－1■■■一一一一一I■■■ーーI■■■ー＝

26100

ー ー ー ー 一 一 q ■ ■ ■ 1 ■ ■ ■ 1 ■ ■ ■ 一 口F－－－－－I■ ■ ■ 一 一 一 一 一 ョ

35度

0分

55秒
■ーーー－－■■■■■■■■ー■■■■－－ー■

135度

分
秒
４
９
４
４

ー一一一－1■■■1■■■一一ー一一＝

1999/11/29 7 個人住宅

へも､

平 婆.董赫
どじょうきんほうる《ちよう

五条三坊六町

董蔀詩葦蔀希若京瞳

茜院瀞酷i蒋師

一一－1■■■q■■■－－1■■■一1■■■1■■■1■■■一一ー1■■■一一ー口

26100

P－－'■■■－1■■■Ⅱ■■■－1■■■一口F一一一‘■■■,■■■－－－－1■■■,■■■ヨ

度
分

４
９
３
５

50秒
■ーー一■■■■Ⅱ■■■■■■■一－－，■■■'一■■■■■

135度

分
秒
３
１
４
５

ｰ一一Ⅱ■■■ーーI■■■I■■■－－1■■■4■■■■■I■

1999/l/18･

3/29．

4/13～4/15

182 工場

ナ、18

平 婆.蓋緋
はちじょ号‘号んほ畠･;二ちょう

八条三坊二町

叶
司
区
窪
町

締
繩

欄
伽

塗
泉
嵯
ゼ

Fー■■■■ ー｛■■■'■■■ー一一一一一一■■Ⅱ■■■ーーーーー■

26100

ｰ－－－－1■■■一口■■■－－屯F－－－‘■■■4■■■一一一一一1■■■ヨ

度
分

４
９
３
５

0秒
■■ー■一ー－ー■■■■ー■■■■一一一一ロ

135度

分
秒

３
５
４
５

一一1■■■1■■■ー■■■ーー－－ー1■■■ｰ

1999/8/12 33 工場

きたのはいじあと

北野廃寺跡 葦蔀諦諭詰紘

花野堂首稔吋

26100 35度

1分

29秒

135度

44分

2秒

1999/8/5 36 立体駐車場

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安宮跡

聚楽第跡

宮殿跡

城跡

■■■■■■－－一ーI■■■■■■■■■■■■■

平安時代

桃山時代

ｰ1■■■'■■■－－1■■■'■■■ーーー■■■ー－－－－－－－口

聚楽第西堀跡

F‘■■■ーーロー‘■－－－－－－，■一一ローー､■■D-d■■｡－■一pqp■_‐‐‐Ⅱ

土師器・瓦

平 安宮 跡

中 務省

宮殿跡

■■■■■■一一ーーーーー－0

平安時代 北限溝跡 軒瓦 設計変更により保存措置を

図る ◎

平安 京 跡

五条三坊六町

都城跡

F一!■■■一一一ー－－－■

平安時代

ｰ － － 4 ■ ■ ■ ー ー － － － － － ' ■ ■ ■ ‘ ■ ■ ■ 1 ■ ■ ■ 1 ■ ■ ■ － － － － 凸

トー－－－－口－－－－'－－－－‘■■･－－－－－－－－‘ロローーーーロ1－‘－－－－1

大型掘立柱建物跡

F一一一一■－－1■－－－－－＝＝‐－ロ

土師器・須恵器 設計変更により保存措置を

図る 。

平安 京 跡

八条三坊二町

都城跡

■■■■■■ー■■■ーー｛■■■ー'■■■■■■■

平安時代

F1■■■一ーー■■■ーーー一一一一一一'■■■－1■■■一口

土塘・溝跡

Fー■一一＝＝＝ = ; ■ ■ ■ ｡ ■ 匡 ＝ ＝ = ＝ 一 二 二 二 ＝ _ ロ

土師器・須恵器・瓦

北 野廃寺跡 寺院跡 飛鳥～平安時代 基壇建物の礎石抜き取り跡。

柱穴

瓦 設計変更により保存措置を

図る ◎



報告書抄録

－39－

ふりがな きようとしないいせきしくつちようさがいほう

書 名 京都市内遺跡試掘調査概報平成11年度

副 書 名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編 著 者名 梶川敏夫・長谷川行孝・馬瀬智光・堀大輔

編 集 機 関 京都市埋蔵文化財調査センター

所在地 〒602-8435京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1

発行機関 京都市文化市民局

所在地 〒604~8571京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488

発行年 月日 西暦2000年3月31日

所収遺跡名 所在 地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間

調査面積

(㎡）
調査原因

韮:gil驚寺跡
⑩
区

●
グ
。よ

｛
泉

窯
一
匹

部
市’

・
ぅ
な
伯

塞
兄

季
府

、
Ｉ

■
〆
‐
」
壷
一
一
師
面
再

よ
－
９
０
、
》

舎
匙
ユ
辰
汀
『

き◇二Lらう･わ壷いと･う皇よみ

北白川大堂町

26100 35度

1分

42秒

135度

分
秒
７
０
４
４

1999/lO/14 43 事務所

しら力・わう91．も島と

白 河街区跡
§』舟とふきよそとi＝号きょう、

京都府京都市左京区

崗蒔X誰吋

＝一一口■■■一一■■■■■■■■q■■■一つ

26100

■l■■一ーーー■■■■■■■■■■■■一■■■■ーq■■■q■■■■一一一一■■■■ーー－－ー■■■■■■■■■

35度

0分

53秒

ｰ■■■■■■■■一一一一一q■■■■■■■■■■■一可

135度

分
秒
７
２
４
１

1999"/30

7/19･7/22

100 集合住宅

、
一
ハ ：藤等勤跡

ほっしょうじあと

法勝寺跡

■■■q■■■■■■■■■■■■■■■一一■■■■■『－－－ー一一一一q■■■■■■■■■■■旬

黄蔀静藷齢差京区

崗蔭接藤等師

レーー‘■■■b一口■■■･■■■・■－0■一・■■■屯

26100

←一一一・■■■・■■■一一一一一一ヨ凸一一一‘■■■！■■■－ーーー－－－■

35度

0分

37秒

L 一 一 一 － 二 一 一 一 一 一 一 一 一 一 コ

135度

分
秒
７
３
４
２

1999〃〃 24 個人住宅

苗祥縦等詠

ｰ1■■■I■■■1■■■一一一一一一一一一一一4■■■一1■■■I■■■可

豈蔀溶蓋諦面科瞳
i二Lの号きち＆晶唱よう

西野左義長町

←一一一一一一・■■■一一屯

26100

■■■－－－ーー■■■■一一■■■■一一ー

L － － 1 ■ ■ ■ 一 一 q ■ ■ ■ － ， ■ ■ ■ I ■ ■ ■ , ■ ■ ■ ■ ■ ■ 言

■ 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ ■ 一 一 ー 一 一 ■ ■ ■ ■ ﾛ

度
分

４
８
３
５

38秒
■■■■■■■■■一●I■■■■■■■■■■■一一一■■■■■■■■■■■■ﾛ

ー ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ‐

135度

分
秒

８
８
４
３

ｰ｡■■■－1■■■Ⅱ■■■'■■■一‘■■■‘■■■ーーーヨ

1999/10/28 28 宅地造成

底ウ・くぜいぜ嘗

中久世遺跡 諾鮪葦蔀擶憧
くぎとf･』しろちよう

久世殿城町

26100 度
分
秒

４
７
８

３
５
１

135度

43分

5秒

1999/8/2 80 宅地造成

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

北白川廃寺跡 寺院跡 飛鳥～平安時代 寺域南限溝か

白河街区跡

■■■ーー■■■ィ■■■ーーーーー■

街区跡

■－－－二一一一＝一一一一一■■■■■■一一一屯

平安時代

一一‘■■■－－1■■■－'■■■'■■■･I■■,'■■■一一一一一一q■■ローl■■■1■■■1■■■ー1■■■‘■■■ロ

井戸・土壌 土師器

六勝寺跡

法勝寺跡

一一Ⅱ■■■■■■■一■■■■ー一一ーー■■■■■■■■一

山科本願寺跡

ー 一 ■ ■ ■ ■ 一 一 一 － 一 I ■ ■ ■ 4 ■ ■ ■a

寺院跡

＝ 一 一 ー ー 一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■

寺院跡

Lp－qD－･■■■一一一一一一一一屯

平安時代

室町時代

吟一一1■■■一口■■■I■■■1■■■1■■■－‘■■■‘■■■1■■■一一1■■■－1■■■－－－ー－－ーロ

地山の落ち込み

と‘■■■‐－1■■■‘■■■一一－一一一一一一I■■■一一一一‘■■■1■■■1■■■‘■■■■■■ロ

土塁・土曠

土師器・軒瓦・平丸瓦

土師器

中久世遺跡

ｰ－－－一一一一一‘■■■■

集落跡

ｰ0■■口，q■、ﾛ■■■－－－－－＝=＝－1■■■i■■■‘■■■･■■■■可

弥生時代

レーD－－－－d■■■‘■■■－‘■■■』■＝－0■＝一一・■■■!■■■ｨ■ーi■■■,■＝一一'■■■‘■■■ロ

土壌・溝・柱穴群 磨製石斧・石包丁。

弥生土器

設計変更により保存措置を

図る 0
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平成11年試掘調査地点

□1月～3月

凡例

一一一一一遺跡範囲

1

■4月～12月



掴
座
興
一

1&;'=&Lg
矧安宮
？~区~｢亡

－

t、山

ロ ' T r
M願

謡馳砠

曽同↓引 既＝二画

凶臘

l｢一一一_

l皇堂
Ll
l恵一ぃ

－1峠

&
平

』腫躍

や喪と41

》
砧
堀
砕
悶
悶
』

一
斗
‐
イ
ー
時
Ⅱ
ｕ
【
Ⅱ
Ⅲ
Ｕ
《
凰

匝
電

樹

i■ー

|U-I ：。

津Ⅲ1－
ud

i認

毒滿｡‐

旨

匡

癌

ト
ー

ロ
ー
一

陣
側
Ｂ
二 雲軍雁リリ 庁

り 虹 7皇

I
兵
庫
寮

漆
室 １２

画
一

■

蓋

一
ユ

旧

己
同
ｕ◇

大
蔵

博 大
蔵 型

戸 表

Ｉ喜
屏
↓

師
匪
件
Ｈ
配
電
Ｕ画

一

爆
風
Ⅱ
‐

寺
辛
副
引
訓
ヨ
ロ
ー

Ｉ

，
鼎
国
画
聖

犬
宿
直

鄙UJ－陞

内壁』
教一

画坊

大
蔵
省

正
親
司

廷

E
唇

一M

許I 口
Ⅶ
一

扇
ｕ
弓 l

ｰ

ロー皇魔。

一一

内島二&】
、

垂塞掃
部
寮

縫
殿
寮

画
Ⅱ

「
函
ユ

ー
ニ
－
１

、
《
．
「
ｊ
『

図
書
寮

梨
本蔵

寮画 戸
《
’
一
一
Ｆ

詞
近
衛
府
哩

ｌ
Ｊ
Ｊ

右
近
衛
府

α~同1 同
菖

ｰ

に 宝奇一

ｌ
に

職
御
曹
司

‐

同
一一一一＝ 農-ﾇ f-L---

一一

ぎ？.､尋

ロ
ー
』
一
一
｜

味
世

一
］
’

宴
の
松
原

1・ヨ司二コ

い－’一r一旦
武
徳
殿

1W

田
一
同 m~：

内
裏

痙
一

ロ瞳

南

肛所
－

1，，恥稲

［
糊
御
幽
一

コ
自
ｌ
津

左
兵
衛
府

弓
墨
囲

古
←一一司口一､

馬
右
兵
衛
府 Ｔ

Ｉ
Ｉ

雪
Ｐ
Ｉ
胃

中
和
院

』

’
６
旦
軸
守

淫

真
言
院

ｉ

ユ
カ
ｒ
ヨ

IIT
ji' ； 一側1剛

”
西
雅
院

ｆ
ｇ
馬
屋

厚
‐
饗

’
一
Ⅲ

。 一
凸
壱
『
‐
１
１

帝
ト
ヶ
日
日
矛
．
｜

ｒ
一三

束
雅
院

三
一
』

内
匠
寮 '【凹三コ

ーロ221

瑠上凶麸
剛|蠅省|陰‘

準墜‘

職？
‘!"･営陛
111|
二貢に更〕

則11%一『

三上壽詞潮

i嶺

－1_‐
u』L週 I咄筍1丁

蕊
一

鍾
壺
趨
駅
回

。
’
１
勺
・
■
‐
扣
一
宮

‐
一
一
夫
膳
職
”

口
型
剖
馴
刈
瞳
画
圃

門
主
水
司

い帝
‐
師
．
需
幽
に
師
一

．
雁
』
町
冊

閉 言
典
薬
寮

園園

進
ｒ

‐
割
ｊ
「
Ｉ

ll
0－!

中務省 陰陽寮
ヨinl、‐
T寺篭

侭

Ⅱ

左
馬
寮
４２

ｎ
両
樹

■
丑

弓｡

辞任

一 ;匡

1
1

1.
1”

’

雪尭隆
誠ミ
I君一一』

－!____]IFI_‐‐_『lll

一

宮
内
省引

馴
．

勘
亡蔬

恒
旦
Ｆけ

・
ト
ー
Ｆ

太
政
官
抑

１
Ｆ
ひ

■23
1－

匪
匹

炊
寮
心

、
国

I
｜
I 2］ 韮劇 …桿焦皇！

＄
刺

'一

一丁好ﾓ而函

r｢｢、 民
部
省

治
部
省

『二号昌一。、

右
馬
寮

右
馬
寮

一

弾
正
台

兵
部
省履

刑
部
省rー司

印11！

茸

F

「
gｺー

１
一

一

罹
病
』
』
ｈ
］
仁

ロ
ゴ
卯
’
’
一
「
一

鴫
１
－

砦
〆
叶
：

副

四
戸
Ⅷ
計
。

嘉
訂

証
趣
鰯

ヱ
コ
「
’

一
回
洞
口
一
祠
罰
‐

閥

[．

と圭寺三
口
咄

ｒ

画工

二
一
口
’
三

【

炉
ご一
”
↓
雪
邑
’
１

－
ｆ
ｖ
Ｌ

ロ
訂

「



；

’
9毛

＝

画

1

櫛
筒
小
路

心
蕊

差
漢
訓
瀞
熊

肌
‐
一
・
』
一
一
？
糾
．
一
一
‐
’
－
１
．
１
・
訂
、
．

晦
亘
。
ご
｝
｜
ｌ
》
、
一
一
ｉ
一
一
一
『
、
い
報
鈩
》
ぼ
、
一
Ｊ
１
忌
一

歸
鮮
謎
毒

蚕
一
訓
可
蒋
蒸

鰯
藍
葺一

４

１
１
１
封
引
叫

可
匡
Ｆ

跨

大
宮
大
路
己
岸

己
壹
１
ョ

説
孝
一
壹
麿
ｒ
Ｅ

匡
一
－
１

堀
川
小
路

萱
一
匂
［
』
一
部

猪
隈
小
路
も
ｐ

庁
仁
Ⅲ
晦
陛
’

二
一
亡
造
潭
ロ
、
『
二 で

西
洞
院
大
路
一
召

戸屍1－

F、I

閥1
－
蝋圭

一

ﾛに－
1丁「1－－，角，

二言』さ二群一一TF

嵜三|幸
一詞 一 ユごー

□’ ,

qi二

油
小
路
訓
に
手

面



ロノ

旦旦三J二茎
Ｅ

I



~上_雌l

平安京左京四～六条一・二坊図版4 Ⅱ一二

＝

胃b瞳団

巷
照
抄
＆
師
緊
算
群
埋
『
ゞ
｜
軍
ゞ
皇
奎

［
苛
一
エ
Ｈ

櫛
笥
小
路

三
『
ｊ
］
一
脈
、
伽
－
目
Ｉ
ｊ
『
１
Ｊ
Ｈ
に
１
１
Ｉ
ｊ
－
ｌ
‐
ｌ
に
Ｌ
且
〃
｜

「
－
１
磁

辰
憧
聡
癌
鰊
獅
轍
宮
澤
一
一
‐
鹿
言
々

Ⅲ
唇

Ｅ

聖
「
ヨ
ゞ
”
‐
・
鯉
”
Ｅ

〕
「
・
・
」
ｆ
’
ノ
』
↑
『
●
卜
山
一
”
■
／
」
８
卯
Ｄ
腓
ｕ
ｎ
川
口

室
弓
削
訓
訓
Ⅶ
Ｊ
圃
剛
・
二
面
ロ
印
画
台
詞
利
同
訓
↑
３
口
壬
生
大
路

町
町佃

一
三
鳶
恥
騨
溌
一
ぎ
〆
丑
ｆ
手
」
ゞ

ユ型
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｌ

ロ
ロ
巨

庁

〕
｜
」
三
二
一
三
口
、
へ
！
こ
｛
亡
］
Ｌ
脾
Ｌ
“
‐
ｉ
：
‐
誼
泊
匡
一
一
駒
‐
』
ｒ
Ｌ
ｌ
坊
城
小
路

票
察
篭
蕊
鑑
艇
懐
一
吋
野
錐
叩
；

「

ｂ

Ｏ

Ｊ

一
国
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ

－
罰
。
、
１
１
西
洞
院
鳶

］
ゞ
。
〃
韮
テ
棚
零
啄
黍
『
胃
玉

、

一

二

一
犀

ロ
」
↓
『
』
コ
ョ
！
．
！
‐
１
Ⅱ
州
』
｜
Ｌ
も
‐
‐
＃
Ｉ
‐
‐
‐
‐
［
、
型

一
い
張
二
一
↓
孵
錨
篝
一
番
苧
一
』
『
三
景
：

［

巳
一
‐
Ｌ一

“
…
｜
訓
＃
鰈
斗
脩
に
堀
川
小
路

」
Ｅ
Ｔ
川
Ｊ
Ⅱ
Ｆ
Ｌ
ｒ
卜
叫
『
」
」
属
Ｉ
に

［

賭
手
華
盤
島
豊
罷
一
鍵
》
蕊
‐
■
嵯
黄
琢
蟇
三
《

目

恐
弱
蕊
紫
如
封
畢
目
叫
炉
：
：

」

て
一
厘
丘

、

［
円
七
一
一
「

一

匡

．

’

三条大路-=」

’
三
一
脈
薑
ｉ
Ｉ
ｍ
Ｊ
ｌ
｜
証
一
二
ｍ
離
吟
一
ニ
コ
コ
エ
ー
ー
コ
１
１
｜
一
！
’
’
一
菖
罫
一
二
ｊ
「
１
１
１
Ｊ
「
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
学
「
二

六角小路

四条坊門小路

錦小路

』

四条夫路

綾41路
ヨエ

|書
五条坊門小路

ロ
高辻小路

五条大路

樋口小路

六条坊門小路

L圏
l" ；楊梅小路

六条大路
1

朱
雀
大
路

大
宮
大
路

凶



国阿切同口團ヨビ両､【馳縁0塁言壗苛"感呉剤

図版5平安京左京四～六条三・四坊

ニ ー ニ

■■

」再司

L」

＝

Ⅲ

眺 祷

ロ
・蝿

哩
画
垂

売
一
二

Ｊ
型

」
一

麩
陣
儒
玉

世

に｝

■
東
京
極
大
路

１
１
１

｜
ゞ
』
暉
匡
鄙
鳫

富
小
路
〕
Ｉ
Ⅱ
！

万
里
小
路

高
倉
小
路

烏
丸
小
路

東
洞
院
大
路

室
町
小
路

町
尻
小
路

西
洞
院
大
路

＝

尾堪与

,蕊
二画闇一’

1
1'且

｜
亡

|＝
■



_L’
』．‘r

W－－rに王l[I
‘ナ〉‘．1．1，：．．hi・管凸

０
－
‐
一

巳
‐
Ⅱ
■
上

一
一
一

一
‘
ｌ
ｌ
ｒ
」

Ｉ
｜

｜
、
｜

門
川
ｕ

‐
‐
Ｉ
↓
信
，
叩
〕

‐
’
一
画

利
一

■
（
’

一
Ⅱ
〕

３

一
一
Ｊ
私
▽
Ｏ
Ｌ

,ー■や一』

ー畠
一も｡ニー向‐

71夏＝1蕊i

、1

局〕にlntrrl ]|ロII|『~‘ーJI､1．r催jl’
P’&リ坪一卜土回

勺
４

戸
一 １

，
岬
’
し

Ｆ
１
ｌ

１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
■
１
０

１
１

◇
ｌ
Ｉ
ａ

↑
４

一二、「-
一一PFb

"’児、，I

F~~-3,｜ー T

－－i－Il．』

1皇当

テーーー

贈
二
蛭
准
川
爽
室

・
一
陽
Ｌ
０
－
Ａ
・
卓
‐
’
一
号
Ｈ
‐
１
小
一
一
‐
‐
一
一

一
旧

’
一
；
一
一
竃
↓
｜
ゞ
：
‐
｜
・

ｒ
ｌ
’
１
０
勺
ｒ
亭
■
■
｝
巾
‐
’
１
』
一
一
’
．
一

一
弩
ｒ
”
三
一
『
々
Ｌ
’

ｌ
，
Ｌ
ｌ
ｆ
，
ｐ
や
‐
‘
１
０
●
Ｆ
０
０
Ｄ
ｌ
卜
‐
１
ク
ト
ケ
‐
０
６
・
Ｄ
ｐ
ｌ
Ｉ
Ｂ
ケ
ニ

箒
三
壼
躍
至
詞
證
強
幽
誰
：

ゞ
・
↑
：
菫
一
℃
勺
？
ゞ
匡
■
二
ゞ
｜
｜
三
℃
隼
ゞ
》
１
”
輿
這
蕪
岬
唾

三
一
、
一
．
」
｜
「
一
「

弓禽ﾆタ

副
匡．属
にけ01

肌珂息fr
唾
口
一

睡
錐
一

出
一

毎小腔

列肩召鱈i聯l毒職

隅FJ
一

－巳一一

一

~Iヨ
可､戸
Lルー

→F

－に三

四
洞
，
‐



b
盲'函萢';煽恥解
平安京左京七～九条三・四坊 図版7

一

届」
六条大路

門
口
啓

鼎
創
謁

左女牛小路

ニ
ト
に
一
一

一
一

亡ゴ
ー’

七条坊門小路

討
楪
《
串
冒

謡
弾
冒
－
０
巨
園
国

匡
一

|:’駒i･．

牝小路

目江I壬

七条大路

鰡
尻豆･･調:i

垂
捌
飼
『

al
Lj坐
汀.~輯

Ｌ
鹿
凹

塩小路

’
１

八条坊門小路三

_三』
二梅小路 ’

’
一

二
三

＝三＝＝
－

鬘雲
イー ’

’
一

一

ｱー 一一一コ
一

ミ
ー

一手行『壺后
叩
帥
山
１
，
０
１
Ⅱ

メ
ノ

＝=＝

毫臺
‐

一 ＝一

一
ー 一

FTL－～･も一

ME=F=
＝‐

一

字

一
一

一
一 三二二 iと二コ

L､b
r封

81，
J~：

、〆ﾛレョ

－＝三

己‐ 、ー」 ヨ ー ー

f八※
1、、

ケ

h ローユ園司

－－噺b
ｰ

侭

、
八
樵
《
路

、

１

、
畷
訂
小
峠
７
Ｗ
銅
冊
咋
一
一

、
４
唇
：
条
－
柳
γ

、
馴
珂
防
岬
，
‐
‐
‐
‐
；
九

口
、
詞
聖
三
ｗ
・
７
１
１

－
）
圭
豆
想
州
型
陸
一
§
訓

111

塁ikj1 口匡 1
■

一令｣

ノ
lql

■ ２

dも、
画
画
‘
‐
且
同

ｊ
》
『
刈
咽
１
１
，
’
一

一
§

~11

瞳
三1

｢lIAF､－
ｰ

E
．＝□ 1

！Eｺロ
ミト
ヘ

、

ｎ
【
哩

も

り
日

一祠

I
凸型1
画弓一戸

一一

崖
‐L倒嵜匡

刀L4U淑固

■

_[I 二口h＝亘

屍！ 、33口：
胃

翫F窪 二

－
１
Ｊ

路
二
、
岬
１
１
路

小
一
二
Ｊ
［
大

濃
一
宇
条

信
ｊ
琴
／
・
九

ﾛ■‐__’ 1
4

－一

一一

一F

圭
一

一
洞

ｌ
言

Ｕ
ロ
》
一

巴

Ｅロ

|、 シ

ロ‘ｰ ｛画，. _ロー_”
｛
ｄ
１
ｏ
ｌ
ユ

《
一

一

鼎ご｣伽 三

’
１
１
．
‐
‐
，
‐
一
「
’
一
隈
側
“
邸
〆
』
？
‐
ロ
Ｆ

ｎ
ｕ
一
－
１
Ｊ

》
’
１

－
筐
一
．

《
し
万
里
小
路
．

一
・
｜
胆
＃
，
－
．
↑

「
Ⅱ
蔀
『
’
’
一
』
｜
｝
。
．

ｒ
｜
↑
↑
｜

可
一
『
｜
，
「
・
一
Ｌ

丘
，
豆
一
一
‐
｜
｜
｜
｜

‐
“
・
Ｉ
‐
・
ｒ
ｌ
１
・
一
》

ヨ
Ｊ
高
倉
小
略
一
一

に
‐
｜
｝
ご尾
蛤

３
－
Ｍ
叩
川
．
‐
い
‐
Ｉ
し
‐
』
’
一
‐
一
二
‐
一

一
１
１
‐
Ｉ
．
《

１，
町
Ⅲ
〕
、
幸
ｌ
‐
↓
一
‐

券
‐
旧
東
河
院
大
路

｛
●
●
姜
皿
．
珠

１
Ｊ
１
や
一
一

、
口
ａ
－

ｌ
ｌ
ｌ
ｔ
イ

晶
ｌ
由
逸

．

ｌ
Ｌ

西
洞
院
大
路

一旬
一J

一

＝

E日

ノ1，
’」■

路

｜
Ｉ 東

京
極
大
路

室
町
小
路

烏
丸
小
路

町
尻
小
路

１
１
１皇 I

"］

‐二

騨竺譲
識!；鯖r1－F－,IM

塾
、4戸

へl畠Lﾛ

I階I曇偏皇』
§F1澤需
]匡讓耳蔚了言｡「司『.ﾛｰ哀

一一

n-二｢一
一二

『

、目
U ｊ

ｊ諦蔭－劃哲轌
角

可

飼

鬮
〃

"M．J1 F='fd



刷
口
Ｆ

』
｜
」
０
１
１
凸
Ｉ

望
。
‐
『
ロ
‐
ロ
が
Ｌ
巾
‐
．
‐
Ｊ
ｒ

ｐ
ト
ク

ｑ
ｄ
や
ｒ

’
一
一
凸
牛
‐
１
－
と
－
．
‐
一
一
・
寸
守

・
一
一
戸
｝
『
４
’
１
４
告
阜
・

軸
・
閂
一
、
｝
一
｝
一
Ｊ
↑

屯
卜

｜
ｌ
巳
‐
．
ｆ
今
『
Ｊ
‐

一
』
》
中
、
■

’
一
一
一

平安京右京北辺～三条三･四坊図版8 ’
１

I

一条大路

１
１
｜
“
■
三
ｒ
Ｅ

■
‐
ｊ

▼

今

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｆ

．
↑
‐
１
４
‐
ｄ
“

｜
Ｐ
‐
旧
い
一
宮

一
一
一
一
一
一
「
二

『
『
ｄ
『
｜
毎
‐
‐
‐
』

｛
‐
▲
｜
｜
》
｜
‐
日
、
一
一
口
▼
■
’
手
‐
一
Ｆ
も
『
「
４
‐
１
１
『
－
１
‐

一
一
Ｉ
‐
一
■

正親町小路
－1｡－

』“－‐‐ゞ ‐・rI『．‐_．

□
当)"土御門大路
1』 ．‘’

r－で:11‐_‐111．ゞ

Ｌ
Ｅ

□
隠司小路
『／、

一
一

こ

1

1

近衛大路
1←～’I．．

.↓I」4，｣・・-..--
.L~.~ﾉ．j~.

『・・､11

’ I

E□
Ｊ
１

１
１
１
，
１
１

１
１
卜
β
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ｐ

１
１
１

I
。'ｰ’I
，’！」

勘解由小路

二

lL
I

！

一一二二・壱三字二二＝~~

三中御門大路 I

E n口
二
子
凸
』

』
子

‐』に‐|、 上ー■1凸
一 一'、

、

苧P■■竺寺pI

F~ヶｰ･-可-r

LqI

‘ ． －‐11‘‐、‐
ー■ 屋参一

一一←I',’一._ゞ
．‐．］」1．－．‐・‐，

』~､11‐一寺q

l~-Zr春日小路
－4■ﾙｰ

ご一・陸.__､1：‐可

些’-,f‐1』'Ⅱ‐_』.-.ゞ__
】~~面| い ¥ ‘ . 『

凸'

I

四
ｈ
Ｍ
岬
‐

一
‐
ｌ
ｌ
ｌ』

一
一
１

画
４
９
■
Ⅱ
，

□
－1－f'E哩乙--’‐

ｒ
‐
ａ
ｌ
ｌ
も
１
４
日

。
‐
‐
１
１
９
１
４
‐
「
『
。
、

一
今
ゼ
一
．

一
一
’
４
１
９
》
』
ｌ
ｐ
■
《
‐
ｊ
■
〃
■
↑

Ｆ
ｊ
Ｆ
や
‐
ｂ
、
｝

Ｐ
●
口

一
‐
｜
』
｜
ｊ
も
１
『
▽

Ｉ
｜
ゞ
’
’
二

41勺ﾉr

LJ
↓一

ﾉｰ

F一’

！＃ I
, ﾛ!『!『N

i－j‘‘‘, 、，ノ；‘‘，‘1
ﾜｰ■ァ凸4－F■ Ld-四画

熟詑壼;■
－1ノ，

:;li4面

､’－，，．－1I

rIi
'h4
H-I

，．‘111‐.，

、．’‐ドi’，
’’ ．，‐’‘

I':'1．－－．．11
町l

』｜マヲ一一

町妄d~~㎡ロー一~_ﾓｰP‘
l･'||■-』

1'‘’1昔.．-‘，．』‐‘

M‐ず」．-ずi’

号
Ｕ
ｌ
ｌ
ト
ー
ｒ
り
ｑ
９
リ
ィ
ー
ｑ
Ｕ
ｌ

ｉ
１
ｆ
４
‐
‐
、
。
‐
《
型
一

０
１
】
一
Ｊ
上
。

l
卜

I ノ

,'jロ-‘『局．,･--''1-W'""

－¥b-』一二一▲閂＝戸一一一一一一一ー

*-惠lh,に群量IDpa二．ー

両
I-』'|､､1

‐＝-.J一一‐・↓’、一・.－－

i“三斗;にM－~1 ‐『‐,，’

‐．‘,ill1

同 □
□

’

冷泉小路凡
槌

・
ワ
ー
‐
．
」

一
一
一
一

と
匠
陰
迄
‐
一
し
津

，!

（｢

五
↓

Ｉ
Ｊ
ｆ
ｌ
，

二条未踏迂催
▼
，
１
１
１
寸
卜

轟
一

一
グ

Ⅱ
１
１
１
卜
ｈ
ロ
ー
‐
‐
Ｉ
▲

‐
ｒ
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
｛
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｒ

ヨ’

i一貰

□
□

』
９
１
１
‐
も
ｇ

Ｕ
ｌ
０
Ｊ
ｒ
ｄ

壱
一
‐
４
９
も
０
１

『
玉
・
一
ｂ
》

‐
Ｈ

一
一
や

一
ザ
．
‐
↓
一
》

『

壬
－
０
Ｆ
‐
■
。
‐
ｒ
〃
‘
４
少
』
一
一

Ｉ
Ｆ
Ｊ
ｊ
ｔ
ｒ
．

一
一
一
Ｉ
■

■
凸
〆
０
８

１
４
、
▲
Ｊ
，
４
■
，
ｌ

ｌ
４
ｌ
ｊ

11

1
I

土弓_:,！

押小路

ロロ
三条坊門小路
エー‐’， 、 。 ‘

ロ
ロ

姉小路

n F
｢=－－ﾃー =11－－『三一司

E
』'己,、－4r一.,~

｢一二一亨一1

１
Ｉ

三条大路
｢一~=-1｢~一~=､

一一一_~_－__一一一一

｢一－－可｢==〒=一可「＝一一司
‐
｜
Ｌ
↑
▽
『
、
・
’
一
‐
・
’
一
・
’
’

一
｝
１
Ｄ
Ｌ
一
．
宮
‐
’
一
一
一

一
ヤ
ゴ
・
《
１
－

無
差
小
路
一
一

△
ｑ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｐ
印
・
Ｌ
↑
‐
｝
ｌ
画
一
・

・
Ｆ
Ｉ
ｌ
Ｌ
■

西
京
極
大
路
ｈ
＃

字
の
１
１
ｊ
ｌ
Ｊ
ｂ
』

’
｜
一
心
ｒ
Ｉ
宮
ら
一
宮
二
‐

ず
ｇ
‐
１
４
‘
Ｏ
ｑ
ｂ

》
．
一
■
ｊ
Ｏ
吟

一
ｒ
ｌ
ｐ
‐
ｊ

｜
口
一
一
、
’
。
」
｝
｝
４
口
ｊ
‐

ぐ
じ
一
一
一
一
？
」
・
◆
｜

■
』

’
Ｕ
ｒ
４
宮
一
』
４

酉
一
。
》
一
■
Ｐ
」
』
．
で
ｌ
丑
で
■
。
。

。
‐
‐
卜
§
君
．
路
‐
・
心
↑
“
一
・
．
『
－
，
ミ
ー

王
‐
‐
宮
士

７
７
卜
．
ｌ
ｂ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐

山
小
路

菖
蒲
小
路

木
辻
大
路

恵
止
利
小
路

馬
代
小
路

宇
多
小
路

道
祖
大
路

一
｛

！ 1

l

」
一

1



ノ

rl
Ｐ
が
ワ
ｒ
８
０
９

会
、
《
ｒ
ｌ
４

可
日
Ｉ
Ｅ
さ
◆
《

《
‐
エ

け
Ⅱ
Ｖ
ｌ
ｈ
や

ト

１

．
Ｐ
Ｇ
０
Ｉ
ｊ
ｐ
０
ｒ
Ｊ

｜
”
＃
ｈ
‐
訓
Ｊ
－
１

ノ

』
’
二
一

‐
・
で
ｆ
ｌ
ｌ

一
一
１

１
‐
１
１
」
岬
争

「

二
も
“
一
一

！
』
．
」
、
１
Ｊ
ソ
，
．
１

17

'』版9nJ震？○
一条大路LI

0

0

I'

｜’
11

，:；I‘._.___LI‘

d菫坊:IAil
｜L：
1▲

F1

，’’

1

平安京右京北辺心三条一1
F

II［:卜，
｜’｜＃;i，'‘'.‘‘:l
L!』0'4.

6--』＝●

ー

，’‘‘

！
Ｉ

一一・F

I |’

’
一
一
・
。
’
▲

Ｌ

１
１
｜

弓
’
一

ユ
冒
凸
Ｐ
Ｌ □□

I

「ノ

l1i

I

I
'!？､一

正親町小路 ’
冊 １

１
１
６
１
‐
‐
判
ｑ

■
Ｆ
争
己

声
Ｌ
卜
Ｏ
Ｉ
Ｏ
』

、

ｈ
ｊ
ｑ
町
ゴ

４
０
、
ｆ
ｌ
◆

谷
１
申
Ｆ
１
』

ｐ
ｑ
ｑ
ｄ
ｊ
ゴ
ー
１
４
１
１
．
分

ｑ
Ｊ
ｑ
‐
１
１
１
年
Ｊ
一
一

■
可
．
９
４
４
｝

Ⅱ
ｂ
み
ゅ
？
＄
二
一
，
一

一
一
一
『

一
Ｉ
Ｆ
卜
』一

吋
一

一
一
｜

１
１
齢

｝

土御門大路

’
’
一
・
Ｆ
‐
“
凸
面
マ
ワ
勺
一
一
’
一
一
一
一
巴
、
司
り
｜
‐
‐
一
・
０
｜
‐
寺
も
■
‐
二
・
ｌ
９
ｑ
１
Ｄ
‐
Ｉ
で
一
Ｊ
ｌ
‐
巴
Ｉ
１
Ｊ
■
，
‐
ｌ
‐
勺
ｄ
ｌ
。
、
ｌ
ｑ
ｐ
Ｉ
ｊ
Ｌ
ｌ
卜
ｊ
ｑ
Ｊ
・
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ
』
‐
一
一

１
１
１
…
妻
一
一
ｍ
稚
椛
‐
↓
ハ
《
髭
ｒ

ｑ
ｌ
‐
ｌ
‐
ｌ

｜
｜
亨
一
一
一
・
「
マ
ー
ー
ニ
△
’
斜
’
③
可
日
凸
一
勺

一
手
，
・
二
》
’
』
ｑ
↑
『
」
毛
・
・
や
一
二
一
》
．
｝
一
一
吋
・
《
。
一
一
ｒ
‐
」
｝
望
『
一
戸
“
〆
Ｉ
一
一
三
’
一
一
一
一
一
一
幸
‐
ロ
ー
岨
。
一
一
γ
一
・
「
』
一
‐
’
↓
’

９
１

｜
、
１
‐
，
■

■
Ｇ

一
‐
や
●
岨
‐
罰
●
聖
‐
Ⅷ
‐
Ⅶ
‐
‐
‐
‘
．
‐
‐
‐
刊
‐
‐
‐
．
‐
咽
］
」
「
‐
‐
・
●
‐
・
・
和
．
●
‐
型
‐
・
‐
‐
皿
訶
・
‐
皿
‐
‐
’
●
’
一
？
一
●
、
‐
‐
‐
‐
‐
，
●
即
，
蝿
咽
，
ｍ
，
‐
‐
‐
剤
‐
，
‐
●
一
一
一
一
一
‐
．
’
‐
●
『
●
『
刑
．
唖
叩
・
師
部
抑
’
・
蝿
‐
‘
．
●
咽
一
一
一
・
》
．
一
匙
・
恥
言
司
蛎

一
‐
割
胸
’
堀
即
叩
却
抑
坤
耐
仰
恥
却
蜘
壺
司
一
一
●
一
非
飽
‐
手
・
一
匠
一
一
｜
↑
↑
《
｜
｜
』
ｒ
〕
‐
』
《
Ｚ
一
一
一
一
一
一
一
一
勺
ｊ
》
》
。
。
‐
ｌ
孝
ゞ
三
一
一
ゞ
’
一
？
‐
Ｌ
〒

一
ｍ
一
Ⅷ
皿
‐
‐
即
‐
Ⅶ
‐
‐
却
偏
印
‐
一
『
｜
》
．
．
．
‐
‐
“
，
．
１
４
１
‐
ｉ
塾
：
！
‐
』

一
一
一
一
望
一
Ｌ
望
一
・
｜
一
寸
』
『
一
ｔ
も
■
一
‐
》
乱

》
↑
』
｜
Ｆ
’
’
■
も
‐
．
」
一
▽
‐
も
‐
み
，
』
』
’
’
’
一
４
．
－
Ｆ

Ｄ
｜
心
■
一
一
一
Ｆ
‐
一
■
邑
・
｜
」
琴
↓
一
一
毛
’
．
｜
一
Ｆ
｛
。
『
一
一

〃
一
一
一
『
’
一
」
‐
｜
‐
△
，
一
口
一
一
一
一
一
’
’
一
、
‐
ユ
ダ
ザ
王
で
。
｜
』
．
｜
・
、
ト
ー
一
一
ｑ
一
一
一
一
一
・
．
得
“
・
一
・
ケ
一
一
．
・
聿
一
坐
一
Ｆ
ロ
ー
‐
’
一
一
争
一
一
１
０
色
ｐ
ニ
ユ
‐
‐
ｊ
句
一
一
。
」
一

一
『
｝
’
｜
｜
’
百
一
‐
‐
一
一
一
一
一
‐
・
呈
己
一
‐
活
一
一
』
画
一
毎
．
函
｝
｜
今
一
》
‐
’
一
一
｝
『
一
一
ｆ
ｌ
Ｉ
・
一
｝
‐
｝
、
１
‐
Ｌ
一
戸
Ｆ
｝
０
’
二
一
．
凸
一
Ｊ
’
｝
Ｌ
｜
、
《
一
、
、
一
》
‐
一
・
岬
．
４
‐
ｐ
‐
エ
｜
’
．
、
‐
‐
ざ
↑
‐
ｄ
ｈ
｝
ご
一
口
｝
｜

、
｜
‐
舎
一
『
一
一
」
４
｜
｝
‐
‐
Ｆ
‘
夕
一
「
ど
も
詮
「
一
．
‐
寸
△
や
‐
』
。
‐
‐
ｆ
ｌ
ｌ
ｊ
、
一
・
４
句
》
‐
〃
‐
叩
‐
坤
、
印
、
’
一
一
．
〆
↑
｜
｜
｜
‐
一
一
一
一
一
‐
‐
ヘ
ー
。
、
一
一
一
一
』
↑
・
‐
。
一
一
｝
』
、
ｄ
↓
卜
亀
‐
’
。
’
一
、
、
‐
‐
‐
・
合
一
へ
↑
『
↑
一
五
一
・
１
，
“
’
。
ご
』
↑
‐
Ｊ
１
４
－

』
一
一
．
・
一
・
．
二
一
・
一
Ｔ
》
↑
、
『
↑
《
串
一
『
一
一
。
、
‐
ｉ
一
・
‐
‐
｜
『
，
‐
寺
鋤
一
一
一
一
↑
」
↑
、
・
一
》
ロ
、
。
量
‐
や
，
一
。
’
“
‘
“
〃
』
，
、
ロ
，
【
、
‐
‐
七
一
・
、
｜

■
ｇ
‐
４
１
‐
‐
１
４

一
て
一
ゞ
↓
尹
一
・
’
一
｜
ゞ
ゞ
Ｊ
・
・
｜
、
、
ゴ
ー
ゞ
一
・
￥
｜
：
：
｜
《
一
↓
・
‐
一
、
ゞ
一
、
》
一
こ
‐
二
・
：
。
‐
：
峰
一
一
一
一
｜
一
一
／
と
↓
‐
・
に
－
１
ゞ
１
１
１
１
‐
．
！
！
‐
！
》
｜
‐
‐
塗
一
”
″
・
’
７
↑
↑
「
》
《
’
’
一
ゞ
↑
一
ゞ
一
一
一
畔
『
唾
．
に
一
副
一
‐
｜
、
や
．
↑
唖
・
し
Ｔ
‐
１
Ｊ
．
一
ゞ

今
Ｉ
Ｊ
Ｆ

、
”
↑
．
、
：
！
‐
‐
！
‐
Ｉ
‐
一
一
一
一
三
一
・
、
一
一
曇
臺
一
一
一
一
‐
”
口
ゞ
争
一
一
Ⅲ
一
・
↑
一
一
一
一
一
三
讐
一
当
「
梨
」
一
三
三
＃
↑
、
一
一
Ｊ
一
一
無
〕
毎
‐
↑
ｌ
ｌ
ｌ
１
「
↑
・
一
↑
‐
‐
）
」
一
／
一
子
」
『
’
一
一
一
、
↑
’
一
皿
‐
一
：
Ｌ
・
ゞ
１
一
ゞ
《
』
一

》
元
４
《
。
‐
一
．
｜
‐
。
。
〃
。
‐
一
』
《
し
〕
一
一
一
斗
。
｜
『
，
》
－
．
１
１
－
卸
ロ
ー
‐
Ｉ
和
↓
少
・
一
一
二
一
ャ
・

■
凸
■
一
壷
■
‐
。
▲
一
一
一
二
一
一
二
「

宅
ａ
ｌ
．
」
ゴ
ー
一
一
二
一
一
『
｜
『
ひ
Ｆ
Ｔ
』
’
一
ｒ
二
一
一
１
０
●
’
’
０
一
‐

一
１
．
１
Ｊ
｝
｝
．
一
｝
マ
一
一
稔
浬
マ
ロ
ー
ニ
ロ
一
』
｜
“
乱
Ｆ
’
一
‐
」
一
〃
．
Ｐ
媚
一
Ｊ
グ
ー
」
ｒ
圭
一
一
一
一
二

｜
和
’
二
一
ゞ
・
’
二
↑
」
、
．
’
｝
’
’
一
声
喝
叶
一
‐
Ｈ
一
作
一
寸
・
‐
↑
↑
“
Ⅱ
一
二
「
唾
↑
Ｉ
《
ゞ
一
向
古
一
・
一
一
一
一
一
一
一
、
．
↓
二
一
．
“
琴
如
：
。
！
写
１
’

一
戸
？
二
・
・
一
．
｜
｝
．
｝
三
｝
｜
‐
１
ヘ
０
津
一
も
‐
兄
。
ｊ
ｆ
Ｉ
‐
《
ｒ
‐
４
‐
一
）
』
二
一

一
斗
↑
’
↑
令
一
二
一
一
一
一
一
一
Ｊ
Ｊ
１
一
一
一
一

「
“
；
ゞ
で
■
箕
：
一
二
三
ゞ
《
一
理
仰
ｊ
，
三
；
’
一
三
三
斗
臺
了
一
三
処
一
一
読
壬
一
蝶
ゞ
で
斗
》
’
一
一
”
那
二
↓
一
手
：
》

一
一
十
〃
・
ｌ
ｅ
ｆ
ｌ
ｌ
－
寺
互

己
や
Ｉ
。
｜
・
↑
婚
，
。
．
｜
Ｐ
ｊ
．
｜
－
４
Ｊ
’
一
尾
．
一
一
〃
１
１
‐
Ｄ
ｌ
ｆ
Ｄ
｜
ヨ
マ
エ
■
Ｔ
や
ｌ
｜

ゞ
‘
｝
’
｜
↑
］
？
．
｜
「
、
◆
・
当
今
．
｜
｜
》
↑
”
ゞ
」
↑
ｌ
‐
二
一
剰
一
１
１
‐
‐
‐
‐
１
．
１
‐
’
’
１
Ｉ
Ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ト
ー
、
一
・
藍
一
一
》
」
三
一
一
一
一
一
ゞ
・
一
が
一
」
一
一
‐
一
二
一
一
》
一
一
鯵
一
一
一
二
‐
一
・
‐
・
ゞ
」
γ
‐
｜
ｊ
‐
／
・
《
」
‐
‐
一
一
壱
・
１
ゞ
＄
．
．
上
一
・
｜
］
・
副
Ｌ
氣
一
、
・

一
一
葎
Ⅳ
．
‐
で
一
Ｆ
．
、

↑
ザ
炉
・
一
｜
、
■
】
ザ

「
一
。
．
・
・
’
一
・
’
一
》
望
↑
‐
・
』
し
・
・
・
ｒ
一
一
‐
｜
，
》
’
↑
．
一
・
一
一
一
一
一
一
、
’
－
１
、
‐
一
一
一
一
・
一
一
一
Ｆ
１
Ｆ
４
．
で
怪
，
。
》
や
」
‐
一
・
‐
｜
ゞ
↑
一
・
」
．
・
・

一
｝
．
一
一
．
’
一
一
｝
堤
’
一
一
一
、
．
－
．
」
一
一
宇
｜
［
一
．
‐
｜
・
｝
｜
・
｜
・

□
Ｉ
一

↑
聖
五
一
一
，
一
一
、
．
“
’

'-11

’

贋司小路

ロ
’ |－

ｑ
ｌ
‐
ｂ
ｌ
仔

一
ト
ー

I

近衛大路 【－

’

予
一
“
Ｐ
一
争
５
一
一
一
戸
・
・
‐
△

４
二
１
１
１
０
ト
ー
『

、
一
一
ご
『
二
“
ｊ
ゞ
．
“
町
ｉ
ｌ
ｌ
〕
一
，
一
．
ゞ
‐
一
、

凸一
ご
弓
寺
‐
１
ヨ
‐
二

Ｆ
ｂ
「
「
、
‐
ダ
ｌ
卜
‐
‐
‐
十
‐
ｒ
‐
『
一
｝
一
器
’
Ⅲ
叩
一
‐
一

参
Ｆ
ト
ー
１
６
」
１
．
勺
し
。
ｐ
い
▲
一
伊
寸
・
や
．
］
・
一
い
『
’
一
｝
ａ
ｒ
ｌ
４
も
，
一
‐
｜
ｌ
則
一
二

二
『
、
』
二
ケ
■

功
５
１
．
０
】
｜
』
”
岬
洲
型
》
‐
作
ｌ
‐
辛
辛
ｑ
ふ
’
洲
些
・
再
’
一
一
‐

巳
一
↓
’
一
‐
１
４
１
４
４
一
，
一
‐
凸
・
１
１
１
４
｝
ロ
Ｉ
一
｝
４
Ｆ
．
’
‐
■
‐
｝
）
一

｝
」
｝
〒
。
ｑ
‐
４
‐
９
．
｜
「
１
０
０
△
Ｆ
Ｆ
‐
相
仮
ｑ
ｄ
ｄ
ｑ
ｄ
ｌ
｜
｝
１
４
．
．
－
。
・
凶
－
４
一
Ｌ
ｑ
・
ロ
・
二
一

一
Ｊ
Ｐ
合
廿
１
，
．
▲
｜
‐
４
ｌ
Ｊ
ｌ
ｑ
４
ｑ
ｄ
、
ｉ
４
４
Ｌ
０
ｄ
◇
Ｆ
ｂ
Ｉ
Ｂ
，
．
企
む
’
一
■
’
’

一
‐
）
し
・
心
心
」
》
Ｐ
◇
・
］
ゞ
一
ｋ
℃
↑
Ｌ
一
、
‐
，
’
一
・
．
」
″
‐
』
二

‐
ｌ
｝
冬
｝

‐
毎
屯
、
ｆ
△
□
ｐ
‐
‐
噌
一
胃
Ｌ
Ｆ
’
マ
・
Ｉ
亀
型
〕
勿
呈
毎
Ｊ
」
｝
一

Ｆ
一
Ｇ
号
↑
「
ｌ
ｌ
Ｑ
ｊ
叩
巾
斗
・
巾
●
。
－
凸
Ｆ
・
ｑ
Ｐ
琴
Ｆ
一
七
■
■

一
一
．
ク
ト
４
，
ロ
ケ
七
・
口
少

．
一
、
“
・
“
唖
．
‐
Ｈ
》
‐
｜
■
・
’
一
盟
‐
◆
一
一
一
分
？
０
１

↓
“
・
一
二
・
’
」
－
１
．
．
｜
‐
‐
・
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
心
Ｐ

↑
ゞ
↓
｜
｜
－
１
、
、
．
《
↑
ゞ
『
〃
』
《
‐
‘
↑
｜
【
。
‐
・
ゞ
．
↑
｜
、
．

｜
｜
‐
占
・
一
．
守
酢
‐
側
｝
夕
！
」
や
七
Ｊ
。
一
一
Ｆ
」
令
‐
‐
’
’
一
｝
訂
重
事
・
グ
ー
０
４
今
．
↑
】
』
一
『
’

二
一
》
‐
一

Ｆ
ｆ
Ｅ
七

“
‐
‐
。
。
．
、
心
‐
‐
ｌ
・
’

・
１
１
《
‐
’
１
．
》
！
》
・
一
・
十
’
十
」
｜
一
部
職
迄
‐
一
、
’
一
一
－
一
：

ｆ
ｄ
言
４
■
■
’

一
邑
一
一
も
■
■
ｂ
ｒ
ｌ
↑

’
、
Ｌ
恥
‐
ｌ
‐
。
ｑ
や
ｌ
ａ
ｌ

凸
‐
Ｊ
，
‐
副
Ｐ
参
“
則
、
－
１
－
１
１
１
凸
一
一
‐
▲
』
甲
令
．
４

兎
１－

０
」
問
ヰ
ー
魂
』
。
。
一
‐
４
斗
１
』
｝
‐
ｊ
く
一

ｒ
’
，
．
》
歩
］
ゞ
」
『
』
｜
‐
、
、
莞
一
斗
‐
一
‐
，
！
！
」
‐
‐
ｉ
↑
ｌ
ざ
一

一
Ｆ
・
◆
一
・
．
一
一
《
．
．
轟
一
』
一
一
一
‐
』
串
・
‐
‐
，
編
」
』
毎
門
灘
ト
や
‘
”
‐
帥
地
諏
、
砿
．
ロ
『
・
一
縄
謝
“

．
。
◇
・
‐
一
ヶ
－
１
拠
剣
ン
・
〔
：
二
一
一
・
一
↓
罰
‐
一
・
一
一
耳
‐
｜
ゞ

４
一
一
－
１
－
■
Ｌ

■
』
．
ｌ
ひ
１
“
号
‐
Ｌ

‐
ｏ
１
４
Ｌ
ｌ
・
・
ｄ
‐
．
Ｆ
１
妙
、
‐
ｄ
，
‐
‐
１
．
’
１
’
よ
‐
心
一
一
丁
↑
上
谷
》
砥
‘
ｑ

ｆ

訴
一
一
‘
．
』
伽
一
一
一
Ｐ
一
Ｊ
「
“
１
１
‐
閏
‐
６
‐
‐
。
‐
‐
。
－
口
４
｝
ｑ
Ｆ
ｏ
一
『
‐
、
一
｝

．
《
‐
９
４
‐
０
１
１
‐
１
‐
や
ト
ー
◇

一
‐
Ｊ
」
。
・
二
・

｝
｜
亨
Ｆ
Ｌ
、
‐
１
‐
も
“
、
ｂ
１
－
Ｌ
々
ｌ
Ｐ
‐
、
１
二
・
Ｐ
‐
・

や
△
▼
●
ｈ
卜
も
も
廿
』
■
ｊ
マ
Ｆ
言
魂
一
Ｆ
・
ト
ー
ｌ
今

。
」
、
ｑ
ｃ
４
ｆ
．
●
■
Ｐ
▲
令
－
，
」
。
？
。
一
ｉ
一
へ
壱
一
ｐ
‐
一
．
口
碑
１
、
Ｌ
・
Ｌ
Ｄ
』
由
心
ゞ
《

（
一
｝
》
吾
一
十
剛
『
一
が
｛
掃
記
’
’
一
‐
一
一
一
、
』
、
ｉ
‐
」

一
一
‐
、
峠
〆
ル
ー
，
‐
可
‐
・
‐
一
Ｆ
↑
一
一
Ｆ
Ｌ
》
一
‐
’
１
．
Ｆ
今
，
旧
い
岬
Ｐ
心
、
、
ｌ
』
‐
，
△
』
一
望
一
〔

一
戸
・
■
●
令
ｂ
，
、

｜
Ｂ
目
・
二
一
、
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
。
子

・
齢
Ｉ
』
二
・
ｍ
州
．
｛
１
，
，
，
＃
ｉ
ｆ
↑
，
．
．
『
↑
｝
〕
’
。
γ
｜

、
‐
‐
，
‐
’
’
１
‐
．
．
。
“
一
小
一
‐
一
戸
一
今
」
０
戸
‐
‐
一
‐
‐
〃
…
’
一
ｒ
１
』
・
己
一
‐
、

ｌ
Ｊ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
■
↓
ｌ
令

、
今

「
、
記
・
↑
．
・
１
１
‐
一
｝
？
舎

一
宮
■
寺
号
Ｉ
Ｆ
勺
と
Ｉ
凸
宮
上
二
’
二
二
一
一
二
■
一
“
宮
一
宮
、

寺
１
ｊ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
‐
１
｜

令
凸

。
‐
”
》
‐
・
１
ｊ
・
、
一
、
‐
１
‐
！
。
．
“
一
色
弱
、
、
‐
＊
・
土
．
今
一
、
‐
，
，
‐
‐
ｌ
『
・
‐
↓
‐
“
．
。
『
ｌ
‐
、
？
１
１
‐
‐
似
‐
州
‐
‐
一
」
｜
・

’
Ｆ
一
一
，
一
卜
‐
Ｉ
‐
け
六
一
・
和
１
ｊ
，
‐
４
－
▽
む

け

勘解由小路I

1

I
】
一
一 ’

1

中御門大路
,二.冒.『'4‘

‐『,､‘￥11「

□
一 ず 二 一 戸 一 一

F

J

1

一
辛
一そ春日小路

!l~=1

‘‘I｜『‐．
、
、
寺
Ｐ
ｌ
４
ｌ

I

二－二－｝
一
、

“
↑
｜
、
『
恥
‐
へ
。
》
令

一
ご
Ｌ
１
ｄ
一

一
４
－－１

↓
１
ｈ
．

｝
『
、
、
七
も
Ｉ
４

－
宮
で
『
乱
》

”
轍
↑
一
手
、
へ
ゞ
〕
、
、
、
、
峰
．
‐
，
ゞ
：

ｒ
巾

』
０
１
‐
、
．
“
一

、
』
｜
ｂ

、
｜
‐
。
》
一
一
』
。
一
一
Ｔ
ｌ
”

．
“
、
』
．
｜

『
壬
、
苧
と
‐

ゞ
。
｝
｜
マ

‐
ｈ
、
ｒ
ｆ
４
ｒ
０
‐

‐
！
‐
、
マ
‐
Ｆ
ｌ
Ｉ
ｆ
ｊ
‐
‐
‐
参

、
“
宮
、
』
一
｝
凸
Ｆ
心
一
℃
Ｐ
｜
‐
一

ユ
‘
７
４

一
一
二
口
一

一
、
画
一
、
‐
！
』
面
‐
《
‐|…

．’jl

1,ﾛ1

1’
,'－，l
吾x‘

~◆jl

dr

，／
I．

’一
。
一
一
Ｉ
副
’

一
』
一
’
一

‐
］
｝
ド
ー

耳
、
一

Ｐ
１
‐
■
１
，

で
↑

で
一

一
恥
Ｕ一

一

一r一． ｜

I
１
１
１
１
戸
７

｜

’

冷泉小路
’ 1

，‐‐－－』1，「47ラーー】
lL--p1Fロ､,‐‐ﾏ↑

|、『．‐、，ゞ ー．，舌一・
世一

|'L

Iiゞ‘‐
’；｡'･-、－｣,

←-画｡，マタ一宮－4一二』
L､_DP~へ

巳一一

i」．

；一.鷺】－・・
と一司ﾔや早一

｜ニーー‘_＆ぽう’
’

一
幸
一

、
一
一
半
、
路
丁
一
↑
ゞ
杵
咋
山
毎
Ｆ
、
一
一
Ｉ
に
一
：
一
十
一

一
１
４戸

一
郁
一
’
一
三
ｊ
《
‐
一
ゞ
｜

路
《
一
門
〃
一
１
ビ
路
一

条
旧
‐
州
一
一
ゞ
で
一
評
一
同
１
州
一
子
一
い
↑
１
雪
。
〕
｛
Ｉ
Ｆ
一
酬

大一
一
‐
遥

了
Ｆ
１
‐
１
１
１
匡
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
エ
ー
ー
Ⅲ
１
ｋ
」
Ｆ
１
肚
ｌ
Ｌ
別
Ｆ
一
‐
一
一

や
一
Ｊ
‐
］
一
』
一
一
ゥ
‐
‐
‐
Ｌ
《
‘
一
ぐ
ｌ
‐
伸
一
‐
ｗ
卜
‐
．
写
、
鷹
’
一
一
‐
，
‐
↑
’
一
二
」
』
‐
‐
‐
Ｆ
１
‐
Ⅲ
卜
」
〃

Ｆ
り
．
、
９
４

一
一
、
一
一

巳
Ｉ
ｐ
ｈ
、
Ｆ
、
》
‐
”
Ｆ
◇
．
．
一
己
己
ｑ
‐
ｆ
‐
■
望
・
・
■
Ｉ
Ｐ
Ｉ
刊

コ

ク
ー
，
１
１
１
‐
，
、
，
‐
ロ
９
１
０
‐
Ｉ
‐
ヶ
Ⅱ
，
Ｉ
も
↓
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｌ
‐
，
ｌ
Ｌ
２
Ｄ
も
～
‐
．
。
‐
‐
．
Ｇ
両

川
口

Ｐ
』

串
，
ｈ

’
一

ｰ・‐．-‐．_.」。-‐

二口に
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一

□
二
にに’

ご＝一一一一一一

一
’
一
朱
雀
大
路
二
《
■
一
Ｌ
一

Ｆ
ｌ
ｌ

｜
‐
ｌ
‐
’
一
‐
‐
『
卜
〆
今
！
‐
Ｉ
。
《
。
一
一
一
一
一
一
ｍ
’
一
一
一

巳‐
Ｊ
姓

［
‐

一
一
諭
戸
鯉
倒
蛎
↑
可

皇
嘉
門
大
路
・

お
い
Ｔ
‐
｜
｜

西
櫛
笥
小
路

［価
西
大
宮
大
路

一
コ
》
《
‐
下
↓
司
一
ロ
ロ
‐
Ｌ
一
－

１
西
靭
負
小
路
ゞ
岬

ｌ
‐
△
９
‐
．
守
り
一
《

守
可
Ｇ
ｌ
Ｌ
Ｉ
１
■
且

》
‐
『
。
’
一
”
ｒ
４
Ｌ
帝
ｑ
ｑ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
一

も
ｆ

』
■
一
■
↑
ｑ
Ｌ
４
ｒ
‐
■
ｂ
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｅ

ｌ
Ｉ
４
『
一
‐
Ｉ
、
‐
。
．
’
凸
Ｌ

’
一
一
‐
－
１
１
｝
・
マ

ー
ｑ
４
Ｔ
宮
宮
口
も
‐

▼
‐

」
宮
Ｐ

Ｊ
｜
‐
ｆ
’
１
１
１
“
当
一
一

▽
‐
Ｉ
彗
可
ｌ
ｌ
ｑ
ｌ
‐
ず
｜
‐
ｂ

毎
℃
ひ
ｔ
Ｆ
９
Ｉ
Ｊ
、
ム

ニ
ニ
垂
‐
且
一
’
一
早
“
宮

。
Ｆ
『
一
▼
凸
４
‐
，
一
面
。

ｈ
‐
ｌ
ｐ
Ｄ

ｒ
‐
▲

‐
Ｉ
Ｌ

叶
晒
堀
川
小
脳
削
剥
ｒ

［
罰
冒
口
釘
軒
局
心
口
Ｆ
Ｊ
ロ
ー
Ｉ
Ｊ
Ｉ
一
口

［
三
口
一
口
口
一
三
》
ヨ
ル
口
症
↓
戸
口
引
口
《
口
‐
斗
吾
Ｊ
Ｉ
Ｆ
■
し
《
口
鋼
口
ロ
ー
Ｊ
Ｉ

Ｍ
営
祖
大
路
迄
；

‘1

‘．！FI
I

｜
Ｉ

Iii

l‘



ー

メ
ノ’

'『'
h

L且』』

平安京右京四～六条三・四坊図版10

1硝厚,｣I!ll"..rll-|,ll"ﾉ､』ll・↑蕗=fll==-=ヨ」二一」L
三条大路

｜
可
Ⅱ
一
一
一
一
二
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
」
庁
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
」
｜
卸
挿
画
一
匹
』
」
一
坪
士
例
揖
二
二
画
ｌ
」
一
－
１
茸
割
丁
一

§
・
。
：
Ｆ
辰
“
ｒ
Ｌ
Ｆ
乢
醗
Ｌ
一
工
學
Ｌ
一
・
”
〆
侭
』
ゞ
Ｉ
に
農
」
厘
片

落
蕊
蕊
毒
潔
陰
暴
ご
認
Ⅷ

幸
、
｜
季
一
諏
＃

』
ニ
エ
ニ
ー
ト
一
一
一
』
’
一
一
〕
一
ユ
云誇

三

口
三
匡
三

痘
罵
疑
蕎
＆
》
１
１
蔵
」
§
，
§

一
「
ｌ
ｌ
ｌ
Ｆ
『
｜
亀
勇
司
－
ご

浬
舞
蕊
蕊
、
‐
・
鳥
一
跿
擢

露
轌
灘
：
Ｉ

主
ロ

ー
叩
叩
池
１
羽
咽
噛
側
り
寸
分
Ｉ
ヨ
コ
ゴ
ゴ
ｒ
、
三
二
』
』
ｌ
’
雪
１
に
１
‐
・
”
可
Ｊ
『
１
４
引
１
４
寸
一
ｌ
計
‐
期
‐
‐
｜
●
ｈ
Ｉ
ｌ
ｌ
マ
ィ
ュ
》
『
‐
‐
１
１
１
．
．
Ｉ
！
〃

雪
舅
蕊
蕊
簔
篭
篝
言
』
馴
罐

二
Ｉ
ｊ
Ｌ

－
〔
Ｉ
川
昌
一

一
一

一
狙
叩
‐
筐
『
』
遅
〕
塵

‘
。
』
加
闘
ｊ
繭
腓
鵬
ゞ
ｒ
，
１
〃
ｒ
Ｌ
と
一
よ
脂
に
１
－
戴
．
↑
が
〆
上

叡
堤
㈱
｜
”
一

重
嚥
謹
罰
弘
…

下
〕
墨
伺
葛
ぞ
鎧
吟
ｌ

進
一

色

工
訓
ｌ
訓
一
一

睡
毒

『
’
二
一
詞
圭
一
認
庁
一
』
一
跨
一
麺
〆
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
Ｌ

噂

一
五
一

蜘
州
幽
州
卜
Ｊ
岫
鯉
玩
肋
世
匹
必
Ⅳ
珊
墹
１
Ⅱ
Ｌ
司
剖
期
冬
型
，
副
唱
斗
“
Ｊ
句
咽
Ｊ

踊
撞
愚
．
が
鼠
斗

蕊

’
四
日

一
一
０

段
↓
員
妄
・
過
ｐ
ｆ
ｆ

［
‐
１
１
－
＄
乱
↓

悪
一
一
曇
豈

瑞
岬
畦

ｈ
Ⅳ
Ｉ
Ｌ
１
‐
‐
卜
怪
‐
』
昼
一
Ｊ
二
一
、
‐
‐
．
牌
』
‐
ｌ
ｌ
Ｕ
由
。
‐
帆
Ⅲ
Ⅲ
鹿
』
戸
‐
‐
〃
ノ

ー
’
’
’
一
‐
Ｉ
ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
や
。
〕
一
‐
何
』
却
一
ｒ
』
Ｆ
Ｒ
除
山
守
ｌ
学

識
篭
珂
騨
ご
罐
乳
”
亀
？
ゞ
■
蕊
蛭

１
１
１
弓
一

鰐
Ｉ

蕊
配

’
三
・
到
一
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

ｒ
ｊ
０
Ｐ
印
・
‐
‐
奇
一
一
ユ
】
一
晒
産
‐
１
１
Ⅶ
、
引
凹
■
画
■
凹
旧
閲
、
岨
旧
囮
副
田
凶
田
囲
■
。
句
句
Ⅲ
Ｊ
、
ｌ
己
「
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
毎
．

懇
燕
總
弄
蕊
韮
智
哩
裁

：
、
ゴ
副
瓢
陥
咋
劃
壁

嶋
ｌ

蓉

抵
勇

聖
；
三
↓
Ｅ
’

１丁
肥
パ
！
『
皿
叫
Ⅱ
一
夢
ｒ
ト
ー
１
１
１
ト
ー
ト
峠
Ⅱ
峰
．
Ｆ
Ｄ
。
、
Ｄ
Ｄ
里
』
》
ｌ
↑
、
‐
Ｉ
』
１
１
」
・
’
弘
，
‐
、
‐
↑
‐

瞳
源
曜
瀧
？
巽
山
酔
態
覇
到
懲

喜
一
唐
●
一
二
｝
言
」
ヨ
↑

『
唖
陸
諦
室
瀧

屋
Ｅ
二
三
ｒ
壁
Ｔ
Ｔ
に
ｒ
ｌ
ｒ
劉
刑
か
竜
，
咋
湾
Ｊ
Ｋ
，
凸
戸
‐

六角小路

四条坊門小路

錦小路

四条大路

綾小路

五条坊門小路

高辻小路
■-1

五条大路

樋口小路

六条坊門小路
目

楊梅小路

六条大路
戸、門｢テｰ－ 司 可 － 1 I I 弓 い ｒ

道
祖
大
路

無
差
小
路

西
京
極
大
路
、
ｊ
鎧
圭

山
小
路

宇
多
小
路

菖
蒲
小
路

木
辻
大
路

惠
止
利
小
路

馬
代
小
路

』＝且■

|，



Ｆ
一
い
い
岬
〕
叩
Ｆ
二

一
巨
輌
調
一
昌
恥
一
二

三
Ｅ

㎡
咽

画
「
ｕ
零
一
二
Ｆ
一
二
］
〔

￥ゴアE二一二一I
」

－t｡平安京右京四～六条一・二坊

t

戸 一

口
則
り

「
１
鋤
‐
日
』
。
‐
口
二
壷
》
二
に
Ｅ
い
」
１
，
翻
一
離
醗
霞
に
一
宗
振
『
副
こ
限

Ｌ
三
三
零
料
華
圃
踊
“

噺
副
祁
△
目
二
「
ゞ
Ｉ
或
欝
一
鐵
勢
計
》
ゞ
Ⅲ
野
寺
蜥
篭
↑

工
呼
臓
議
一
声
難
聴
崔
壬
？
伊
一
臺
毛
？
↑
Ｔ
櫓
雌

藤
鍔
無
鶚
雪
豐
認

、
一
壷
一
行
叫
川

一
口
字
挿
言
矧

一

コ
ロ雪

匡
１
コ
コ
ー
ｉ
，
瞳
！
‐
一
一
利
ｒ
隣
Ｊ
－
３
詮
一
一
后
旧
画
二

Ｊ
「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
礼
Ⅲ
一
二

§
I

］
猴
慨
嬬
聖
聖
一
剛
靴
”
製
鳶
雪
“
王
ゞ

戸

蕊
『
雨
一
電
‐
ｌ
等
騏
鯲
誹

》
」
｜
一
癖
延
訓
準
一
叶
・
弱

盈
却
一
蝿
一
隅
幅
州
崎
》
蕊
一
画
潅
杠
一

可
・
寅
ゞ
印
目
一
対
’
一
息
竺

｜’

一一|[~i~111

二 － ，

.'=_Ii－］

, ． － － 一 二 '

1“1
．：軍
一一一与垂f,君一二一一一一一J1

1題言｜,'一一

|=Ej_I,l
「.－－．－戸｜

･

割醗迄＋
wEwF'
lp
lE釦1

1字n割’

毒
害
華
溌
澪
Ｌ
辿
批
！
ｒ
血
１
即
・
Ｊ
１
■

、

言
凱
一
一
謡
至
一
酌
凹
巨
匠
簔
岸
嘱
蕊
生
浄
‐
術
々
『
屋
司
埋
琴
同
〔
試
弓

匡
叩
二
Ｕ
ｒ
ｌ
二
一
」
［
一
．
睾
近
碇
ト
ー
馬
一

一
一
‐
『
’

一
一

｜｜
出 十

画

II
p－

Ti n

〔二

‘’二ｺ肖
一'ロ

［

匡「--‐『

・ﾖ'31可．

二

．口＝
ニ

ロロト
‘9‐

Flon,x

二洲劃U乢i
一

二＝＝

dも~君

？‘､辱‘'1
呈

脚
L』凸

ゴー:汰U2薑LU山」‘山1

,W

q－－＝二一一

炉 一

一､TT

？ 抵 、 ＝
rll－1‐ｰヨ

ホ塁’I-fF|
|i
ト

ーデﾆﾛー ﾆーj壺一ー－．

’一ﾄ

ーpI

1L玉｜
白一r－｜

■~一一ー一一‐■■

ロ

｜‐」
ロ＝

旨
凶

『‐

響 し

弓

可

＆‘|g
IPiにト
ュ||：■
識農
礁'＝
蕊帳
鐵

:？■
‐｜

』農

~皿』

Li
g-三条大路

小路

二

条坊門小路

路

大路

路

二
三
云
い
Ｉ
Ｉ
ｒ
［

五条坊門小路

高辻小路

五条大路

小路

六条坊門小路

小路

■
路
一

大
一

条
一

一
ハ
｜に

皇
嘉
門
大
路

朱
雀
大
路

西
大
宮
大
路

西
櫛
笥
小
路

西
靭
負
小
路

西
坊
城
小
路



平安京右京七～九条三・四坊図版12

］
ト
ラ
Ｆ
ｒ
Ｆ
豆
に
コ

ー
ト
匡
似
Ｊ
ご
ｒ
Ｅ
ご

］
言
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
弓
Ｆ

］
Ｉ
Ｆ
に
了
。
Ｆ
に
こ

］
に
一
一
二
ｒ
ｒ
Ｅ
Ｅ

一
二
Ｆ
ｒ
ｒ
二
ｒ
ｒ
Ｆ
Ｆ

］
亘
戸
に
■
に
列
に
Ｅ

］
面
ｌ
Ｆ
Ｆ
－
Ｆ
Ｆ
酉

六条大路

左女牛小路

七条坊門小路

北小路

七条大路

塩小路

八条坊門小路

梅小路

八条大路

Ｅ
口
ｒ
ロ

に
こ
Ｆ
二
ゞ

ま
Ｅ
Ｆ
ｒ

Ｅ
Ｆ
ｒ
三

に
匡
口
匡

暉
了
ｒ
Ｆ

画
戸
ｒ
Ｆ

Ｆ
Ｆ
口
匡

針小路

九条坊門小路

信濃小路

九条大路

西
京
極
大
路

無
差
小
路

山
小

路

菖
蒲
小
路

木
辻
大
路

恵
止
利
小
路

宇
多
小
路

道
祖
大
路

馬
代
小
路



平安京右京七～九条一・二坊 図版13

］
□
□
Ｅ
口
Ｅ
ｒ
ｒ
Ｆ
ご
Ｅ
口
に

一
口
□
□
□
Ｆ
□
Ｅ
后
ｒ
戸
可
Ｆ

Ｊ
「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
「
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
「
１
１
１
１
Ｊ
「
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
「
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
可
１
１
１
Ｊ
「
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｊ
司
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｊ
可
１
１
１
Ｊ

一
回
□
口
伝
同
仁
Ｒ
ｎ
戸
ｒ
に
ｒ
剤

］
Ｅ
Ｅ
ｎ
ｎ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
「
ｒ
Ｆ
Ｉ
か

］
口
口
ｎ
Ｒ
ｒ
Ｆ
Ｔ
三
一
Ｆ
ｒ
ｒ

］
□
ロ
ロ
ロ
届
。
ｒ
ご
Ｔ
ｒ
ｒ
ｒ

一
口
匡
口
同
ｎ
戸
弓
に
Ｆ
Ｔ
Ｌ
戸

一
口
ロ
ロ
、
后
ｍ
ｒ
Ｔ
Ｅ
［
ｒ
［

｜

ー六条大路

左女牛小路

七条坊門小路

北小路

七条大路

塩小路

八条坊門小路

梅小路

八条大路

針小路

九条坊門小路

信濃小路

九条大路

野
寺
小
路

西
堀
川
小
路

西
靭
負
小
路

道
祖
大
路

西
大
宮
大
路

朱
雀
大
路

西
櫛
笥
小
路

皇
嘉
門
大
路

西
坊
城
小
路



ヘ
ノ
、
４
判

耳
久

痔
胴
碑
″
了
杁
蔵
へ
／
／

、
』
、
Ｋ
酢
。
・
酢
・
竃
、
世
、
／
Ｆ
●
‐
匡
嵯

世
Ｊ
〆
一

■

■
叶

一
酢
一
間是

認
、
、
三
１
『
〆
一

ベ
バ
や
群
。
｝
Ｉ
ｌ
ｊ
１
Ｊ
ｉ
１
《
予
旦
、
１
１
１
１
１
１
１
１
も
、
１
１
．
１
一
↓
一
一
一
〆
一
－
１

’
一
‐
一
単
ｌ

〕

三
彗
一

、
一
一
恥
一
夕

子

一
銭
一
二
攻
）
一

１
１
１
１
１
．
ナ

イ
■
》

１
－弾

画
一

Ｌ｝
一

一

、
一
一
一

も

、
、
一

卜
、
ｒ
１
ｌ
哩
一

Ｉ

ｊ
〃
、
且
一
念

Ｅ
Ｉ
Ｉ

〆一、

／／／
／ 〆／
／／

／ ／

卵/／／／
／／
〆 ′ ／

／

／

ゾ一一
一 一 、

／
〆、

、

／、

（木野窯跡1
、、-

．、

１
１
．
１
１
８
０
岫
０
０
‐
Ｊ
Ｉ
ｊ
８
守
沁
世

１
．

、

．
、
、
、
・
』
…
１
Ｍ
・
’
，
，
ノ
ー

、
‐
ノ

、
｜
”
。

ノ

中の谷窯跡/／
／

〆 '

ノ

ノ

北野遺跡ノ

／

／
一

一

一一一
一 ヤ

48翌

･■－

1A一一‘一=一
一

ノ

ノ

Ｉ 「一‘ー･ー

騨

I'-.，

z_L筌竺』
恩陣二,『‐
jII｣苧1扇

1
可

､Jと一三一

一一一一一一一一ヨ

｜’、|-J'|iirj,1

i｢lli刈-I
d'､い:".11

鋤;,''いI
北野廃寺跡｜

「IF頑7

ノ〆
〆

１

１
１
１

／

Ｊ
１

〆

里一 一

｜
、

。
、
“

・
一
○
も
、
師
。

１
町
，
口
‐

■
１
ｈ
１
ｑ

ｕ
咄
Ｉ

■
■
■
’
二

ｒ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｌ

／

北野廃寺跡
、

～

、ー
／

／〆
一

／

）奇し ／
〆

I／〆・弓J雫雲一一二

上当．----..--_ル〆-----雪－－－－－－‐
－

諭
1ヘ

マぷ琴マ
BF

I

ｊ

に
当

‐
｜
梁
！…

匡
一

ビ
ル
儒
諦
に
’
一

一 ■ 一 一

1－／、

／『.－－丁一.~~.一ーー‐－－．‐

．/ ’ ノ 可 』 i

:／｜北白川廃寺跡’’1

:1li,
L!1A1
ド 、 ｜ ’ 「
･』、<#4)g
|､~|=L_雪_堂｣’

一号、
、

〆

／

／

／／

／／小倉町別当町遺跡′
ノ

ノ
／

〆 刀

、 〆 ／ ’ ‘ ー 』 ‐
〆

、
～T一一一

上
終
町
遺
跡

▽

〆 へ、

／、
.、

I．、

IW,､､
49、卜

、、
■

、50、
、

､ 、
、I

上総町遣跡’、

ノ
ー-－

K

I

や
。

』

円

４
日

冒毒T

￥
’

，FlI

学;緋息





ごノ

ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
－

・
・
一
・
｝
．
、
、
．
“
釘
■
．
“
一

。
‐
ｌ
岬
？
』
‐
‐
川
’
一
一
ｔ
ざ
‐
ゞ
’
一
‐
‐
‐
い
、
『
ゞ
．
‐
“

。
‐
‐
一
‐
一
‐
ト
ー
「
．
．
』
‐
。
。
、
Ｐ
、
Ｌ
・
幸

；
壁
■

。
Ｌ
「
＃
！
『

‐
Ｊ
二
一
コ
‐
Ｐ
Ｆ

ｌ
‐
｜
唱
叩
山
０
器
‐
・
函
坐
‐

製
，
ｆ
叫
叫
い

セ
出
‐
Ｊ
子
』

一一一~~~、、｛〆

／ 、（
／

／、、‘
／，、

｛"山越古墳群、、、
〆.、'‘‐

、一

、 ,

(墓）、、、

広沢池遺跡鳥、、’
、ノ

' I1

1Iノ
、／

‐
‐
‐
‐
宮
一
一
宮

左
一
ョ
雪
ニ
パ
ロ
刈
削
叫
胤
城
か
（
口
？
■
が
い
嘩
浄
沸
潤
口
岸
一
戸
《
■
鋤
二
一
Ⅶ

ｌ
今
ｆ
‐

－
１
も

冒
一
■
被
ｔ
Ｊ

宮
・
ｌ
４
『
守

一
‐
《
‐
‐
‐
ロ
ー

卿
坐
い
－
１
法
一

可
』

’
１
‐
言
▽
Ｂ
・
、
▽
ｐ
Ｆ
Ｆ

、
’
一
・
‐
一
諦
・
，
望
恥
・
汽
辿
・
一
・
．
弥
斗
．
‐
》
．
↓
《
｜
鐸
漸
‐
Ｉ
叩
‐
靴
．
・
か
．
↓
‐
門
Ｉ
Ｔ
、

ｂ
‐
‐
‐
一
ｒ
Ｊ
叩
当
・
一
や
‐
竿
，
、
‐
ｂ
・
』
師
町
凸
い
恥
Ｐ
．
Ｔ
Ｉ
．
，
、
ロ
．
ｒ
‐
。
．
。
、
ｒ
Ｆ
《
ｊ
・
恥

．
‐
一
、
、
・
↓
．
。
Ｌ
・
羊
，
飢
岼
Ｌ
，
』
や
イ
と
一
参
ｌ
●
ぬ
｛
似
い
．
↑
｜
‐
‐
“
》
、
。
．
。
』
一
］
一
一

６
Ｖ
ｆ
Ｆ
／
ｌ
ｉ
承
一
一
砿
一
が
出
繩
一
別
樫
一
一
㈹
《
州

＃
’
一
・
‐
、
・
・
‐
其
‐
”
・
』
↑
‐
Ｉ
》
軸
一
．
』
ｒ
一
・
．
一
一
・

ノ
。
．

ｂ
《
屯
一
■
■
■
．
』
一
〃
が
″
『
‐
‐
、
‐
‐
Ｉ
‐
｜
‐
“
・
」
汁
Ⅲ
‐
．
．
、
．
－
‐
」
い
宛
、
｜
｝
・
“
‐
‐
卜
へ
｜
‐
一
‐
１
恥

釧
図
《
》
型
〆
左
杓
、
〆
二
》
一
１
↑
三
〉
Ｊ
｛
澱
和
一
銅
一
鼎
升
｜
吋
↓
叫
ゞ
：
｜
二
樅

ゞ
版
：
ノ
ｆ
７
ｆ
言
蒲
剤
Ⅷ
ぶ
一
＃
一
昨
上
一
二
；
『
い
戸

↑
｜
｜
、
｜
別
「
‐
一
鋲
ル
ィ
ー
泄
卜
炉
化
し
炉
１
下
Ｗ
い
肥
Ｉ

か
、
認
猟
７
１
‐
隼
一
一
＆
↓
Ｉ
言
、
〕

岬
‐
』
Ｊ
Ｊ
』
静
、
丁
、
．
．
』
．
｜
ｒ
］
一
Ｌ
Ｊ
‐
‐
、
今
己
．
｜
一
朝
三
’
１
’
Ｆ
・
皇
『
・
‐
町
菫
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
．
‐
’
一
・
》
‐
・
》
‐
』
‐
一
昨
一
一
一
恥
一
、
‐
｝
’
１

’
１
．
．
，
．
’
が
ｒ
’
，
．
ｉ
｜
酢
０
１
‐
！
作
‐
！
‐
！
‐
小
，
’
１
１
，
１
，
毛
ｉ
‐
’
．
、
１
１
１
ｌ
ト
ー
‐
’
’
一
”
，
ゞ
・
叩
ゞ
《
↑
、

一
・
｜
・
‐
ｒ
ｌ
ｌ
・
ｌ
４
‐

『
》
■
冒
冒
Ｉ
ｆ
１
』
ｊ

。
」
ｊ
庵
７
，
‐

ｒ
、
ｊ
・
『
‐
ｂ

ｌ
ｊ
‐
仁

呼
墹
禄
璋
も
臘
侭
晒
沁
口
二
一
三
一
Ｊ
一
口
↓
許
十
一

。
’
Ｊ
‐
｜
・
膀
山
『
‐
一
・
、
・
・
Ｚ
，
、
副
‐
‐
：

「
一
助
制
皿
１
１
１
１
１
４
．
１
‐
聖
却
‐
冊
・
１
１
．
Ｊ
’
’
’
’
１
１
二
一
一
’

一
・
一
１
１
Ｊ
‐
恥
‐
一
‐
、
他
心
咽
’
切
り
恥
‐
叶

一
〉
岬
釦
《
哩
滕
討
非
（

一
斗
価
蝿
昌
口
”
斗
Ｅ
催
価
口
口

一
‐
‐
！
‐
‐
１
，
’
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
，
●
Ｉ
Ｉ
Ｌ
一
』
一
》
抄
牌
‐
一
一
一
丁

1／

~

r

／

》
”
‐
一
ｒ
二
一
〃
／
／

一
Ｌ
↓
等
Ⅶ
ノ
ー

，
諦
雌
一
昨
加
州
．
．
〃
、
．
‐

称
．
、
丁
戸
’
’
．
“
司

一
響
唖
・
・
・
、

く
育
談
」
拭

屋
‘
芋
》
芯

●
《
・
－
Ｊ
毎
イ
ー
‐
．
、
‐
や
｝
、
、
．
卑
卸

乎
言
一
・
‐
・
里
・
』
坐
‐
へ
ｊ
〕
咄
ｒ
町
‐
‐

｜
、
タ
ハ
ｆ
，

一
、
‐
・
〉
公
氏
や
．
．
《
へ

一
・
・
咽
》
，
“
『
、

』､

／

勘
》
碓
伽
恥
輩
蝋
一
・
副
鶇
：
秘

却
這
撫
剖
寧
叫
那
ｌ
側
１
１
１
１
Ｊ
ゞ

ロ
一
Ｆ
川
引
‐
Ⅱ
】
閏

テlhr
aII＋
諄』D,

,J,

」

I

．
型
譲
溥
匪

二
一
一
靭
蕾
簿
寺

一
議
馳
湖

Ｊ
、

鷲

蕪
其報{‐

／

1
▲。

丁

､虫
四
一
門
酬
い
轡
一
・
Ｌ
・

河
榊
“

Ｉ
－
Ｌ
１
－
咄

岬
一
山
川
山
｝
」
｛

弔
詞
、

ｒ
、
抑
』
咽
１

斤
勵
沖

一
‐
１
１
』
・

手
‐
．
・
叫

竺
‐
一
』

－
１
ｆ
卜

〆一一一、-..,_：
／ 、二・‐.｡:．－J

:;､/2:K評;ｲー‘17“､-L二《--

]門田町遺跡い
…、〃：#’

l。

．、 ‘_／,---
、／‐ずし』〆.，.､

一一一I[王

I

句
ｆ
ｒ
脱
当
１
§
９

ケ
ー
’
４
４

「
Ｔ
叩
い
料
●
軸
．
“
七
一
一
亀
コ
ー
．
１
０

－
１

、
叩
・
、
二
一
一
・

Ｉ

‐
．
五
諄
刷
山
，

ｔ
ｏ
）
一
亘
・

▲
唾

，
‐
Ｉ
下
ゴ三

‐
亡Ｄ

０
中
■
軒
‐
卜

。
、
こ
や
し
、
町

夢
「

△
ｊ

甘

】
‐
胆
眠
脚
Ｌ

》
調

１
一
己

Ｍ
私
子
「
Ｉ
０
Ｉ
Ｌ

ｊ
－
、
‐
河
上

蝋
“
手
．
」
？
唯
‐
逗
唖急

Ｉ
Ｐ
Ｐ
』

１
町
ｒ
〃
１
１
４１..、！

ｲ

，－1、
1

幾蕊
里
、

畳
侭
へ
誰
が
言
一
一
汗
〆

（
。
ｑ

避
季
”
、

』
Ｉ
●
、
ｉ
・

ｊ
ｌ
４
Ｊ
（

Ｐ
ｆ
ｒ
．
‐

一
吊
塞
鰄
毒
』
一
叫
一
ｕ
』

‐
評
李
が
！
、
‐

～〕
》

しり

、
凸

・
・
｜
岸
‐
‐
・
一
蛇
＄
、
｜
・
恥
一
一
》
，
Ｊ
“
’
、

ゞ
１
鯏
迩
唯
鉾
弘
・
《
、
‐

、
ｑ
，
。
．
ヴ
ー
‐
・
も
、
８
口
も
■

、
、
，
．
Ｌ
‐
ｉ
‐
『
妾
．
。
』

”
『
７
Ｊ

一
ゞ
－
１
』
帥
叶

』
Ｊ
岬
‐
‐
一
予
滝
。
，
い
へ
‐
’
１
１
．
冊
瓜

弛
冒
二
ｂ

や
Ｊ
・
一

１
１
Ｊ
４
吋
、
．
■
Ⅱ
■
■
ｌ
■
Ⅱ
■
ｑ
・
も
ｕ
Ⅱ
９
－
．
■
■
ｈ

‐
里
鯲
岨
ｒ
、
回
仙
‐
叩
１
，
’
‐
舎
酌
●
．
」
．
△
ひ
迅
画

肺
句
冷
祁
典
，
ご

蟻
壼
‐
‐
竿
↑

テ
ェ

I
キ
ヨ辿

柵
懸

‐
札
‐
吟
向
埠
型

１
１
１
「
‐
ｌ
‐
い
』
十
一
“
）
・
１
０

：
Ｅ
一
・
劃
ト
ーこ'Ⅷ史跡名勝嵐山

」

一石

一一二,呉一

L一 一一一一一=一

一三j『'.了粥~~.｡'-ﾆーﾐ1

霞｜・3k

霧
fr

鞘「

’

I

１
１
I二

巡
壽
ｆ



ー､

”［『置鍔
』』△左

．『,,,lrl底力'耳甑
．
…

一
一蘓州pL_!M;-F'…！ ＃11

，I

1

1＝

城
・
喝
、
”
”

見
↓
“蕊

伏

〕
》
虹
’
一
壱
州
順

‘l
h

／

鰯／ を仁
亀ー、．

‐、／

；'，.／’
〆．

一

汀
ｌ
箒
一
・
・

『
’
卜
日
一
一
二
‐
‐
‐
１
．
踊
呵
Ｄ
ｒ
ｒ
‐
ｌ
ｂ
‐
‐
、

《
Ｌ
ｐ
ｊ
。
，
‐
ｌ
」

Ｉ
ｊ
●
１
，
一
一
１
丁
‐
、
－
４
１
１
“
ｌ
１
Ｇ
ｈ
Ｌ
－
．
一
‐
『
‐
△
‐
１

。
‐
‐
Ｉ
Ｌ
－
‐
。
。
，
郡
卜
も
●
‐
４
庫
‐
州
‘
‐
‐
Ｉ
Ｉ
い
い
。
‐
叩
’
「
刊
．
‐
一
。
．
一
』
｜
，
．
・
・
一
「
。

ｉ
“
。
、
１
，
．
．
・
も
‐
咄
夕
弛
Ｉ
‐
‐
、
｜
、
采
’
口
‐
ｉ
・
一
一
マ

‐
｜
》
《
『
』
」
三
一
“
‐
Ｉ
‐
‐
ゞ
↑
‐
＃
‐
↑
‐
‐
｜
ゞ
：
：
．
！
‐
、
一
日
ｏ
Ｕ
１
Ｉ
肌
迩
》
叫
柚
Ｌ
－

ｌ
罰
：
計
三
・
｜
》
〆
一
Ｕ
二
ゞ
＃
峰
‐
唯
一
辰
」
｝
｜
侭
か
い
‐
い
‐
、
迩
燃
シ
《
岻

冒
『
Ｉ
■
ｑ
ｌ
寺
Ｊ
１
宮

嶋
胴
阻
Ｆ
１
州
惟
Ｉ
乢
北
恥
北
荊
辮
弛
紺

ゞ
蛭
景
巨
主
山
一
ゞ
形
斗
煽
剖
‐
訓
一
二
二
一
↑
噸
幸
一
《
式

戯
武
蕃
一
皇

辛
－
１
可
｜
｜
』
一
宮
一
心
一
▽
一
》
ｑ
・
乱
酔
、
｜
・
一

４
‐
－
１
１
・
・

一
。
ｊ

唾
ユ
ー
歸
一
一
『
尋
制
矛

琴
墓
蒋
一
罪
画
毒
輝
二
隆

蝉
い
Ｉ
｝
噸
↑

【
が
‐
６
口
‐
Ｌ

一
誤
畢
毒
畷
”
し
門
川
：
手
”
ビ
《
』
｜
＆
』

猶
一
飴
ｒ
‐
一

，
時
州
孤
猴
滿
粥
ン
一
‐
〒
、一

読
邸
弄
矧
艸
抵
ゞ
？
温
い
型
￥
刊
・

蕎
糾
鰊
祭
鯲
室
了
Ⅶ
「

型
菩
坦
。
◇
リ
ト
い
肥
‐
‐
・
］
．
．
。
｜
函
画
Ｆ
」
ロ
。
一
。
．
」

（ 1

画＝~手達 I4J$

L-'｡%rl
一1－

メ

＝

一

．－一-三三一、
ﾛl

ン--ノ
ー

11‘’.- ／

'；〆百／／
〆イ63．－．，〆ズ

ィ､:f(一一台＝一､ノ･ゴー

、

夢ﾐｫ等＃

-f壜ー一堂.~Tw-L
ｉ

毎
↓
咄
’
１
戸
心
『

、
‐
ｉ
申
０
Ｊ
少
し
餌

一
Ｆ
‐
も
。
△
Ｐ
‐
Ｕ
，
八
や
恥
州
叩
川
辛
‐
．
‐
“
，

埼
獣
砿
晩
〃
＃悪

墳
々
一
寺
工
’
－
１
”
王
馴

Ｉ
‐
‐
）
！
／
・
、
｝
１
１
‐
、
価
．
‐
－
１
Ｉ
マ
ー

一
’
一
ゞ
〉
課
Ｍ
』
い
、
。
」
Ｕ
峰
皿
、
‐
ｒ
Ｊ
》

古
》
ず
ハ
も
↑
‘
：
ｊ
Ｉ
‐

諏
副
Ｔ
‐
や
一
《
《
３
》
い
川
岫

。
‐
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
Ｄ
言
Ｉ
Ｉ

Ｐ
ｑ
●
Ｊ
凸

１
１
や
１
１
３
１
ｊ

醍
一
呵
鴎
諏
峠
・面

Ｉ

『
Ｐ
〆
卜

‐
‐
〃
宮
ご
宮

。
■
心
凸
荊

』
・
１
１
Ｊ
電
脾
侭
Ｌ
ｂ
．
・
Ｍ
Ｉ
Ｉ
路
‐
ト

具
・
‐
ロ
ー
土
。

．
ワ
ｒ
？
引
‐
、
陸
風
ｌ
‐
一
・
‐
》
‐

、
￥
。
．
．
↑
・
い
、
、
鵲
〕
Ｕ
Ⅷ
卿
制
－

‐
◆
ｈ
、
『
’
１
．
斗
‐
１
曲
〃
‘
し
。
。
‐

Ｆ
４
１

一
侭
昼
ご
眼

１

Ｊ

「
．
一
・
１
１

・
・
‐
＃
ず
１
１
戸
‐
１
“
・

可
‐
ｌ
・
厚
．
山
曜
『
１
－
４

４

寸

・
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
６
』

↑
、
。
一
向
非
●
‐
喉
》
』
‘
ｊ
‐
Ｊ
￥

一
空
１
７
－
上
一

Ｆ
‐
Ｆ
｜
・
０

｜
｝
’
ｊ
４
ｒ
ｑ
‐
ｒ
‐

ｊ
ｊ
イ
イ

】
ヰ
リ
「

一.．.．爪，、

〆’.‘‘、

'6651，－_‐子一一

「Ⅶど茜飯食耐遺跡j!L
、‐－‐

、1，1,,一･一’-,li''
、 F - - - - - - . - ･ - - , 「 ー , _ ￥ ‘ ‐ 、 - - - - ,
、I-L岩-

～-,~号--.-__‐‘､‘_〆／
‐‐ー＝一一でノー二一イ,‘:

戸一一~･"~′,圭一－17－"→-,-.….11,
,flJ･'')『

州'1

-皇僖悪一鏥畔
－1‘ 一 ｢ , . 』 『 '

'､j､、、と星皇こ-一
一、－－－と一一一一一一一一一一一一一一‘一-些菫一一一声苧壽／'－1エーZ，

･･･f伸,一･一"

産

』一
一

Ｉ
－

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－

‐
Ｊ
１
‐
一

笏
‐
‐
一
‘
ｌ
‐

一
一

一
一
ｈ

千
一

‐
‐
‐
当一

宮
司
一

一

．
◇
‐
一
ｌ

｜
竃
ト
・
一
〆
｝
‐
・

鷹
ノ

弓
ｂ
４
Ｌ
１

而
血
ｌ
一

宮
－

１
ぺ
‐

宮
一
一

ｊ
ｌ
－

ｊ
－－－

ｉ

ｏ
－
『
１
１
１

一
一一

Ｆ
‐

－
１
－

ｒ
、
、

刈
〃
１
通
一 劇

1b一
■ー

J:f手
豐ー~

ー 蝋M_
一

‐
０
■
■
■
Ｕ
Ｉ
Ｂ
■
■
■
Ｐ
Ｄ
Ｊ
Ｊ

１
１
「
割
ゞ
｜
一
己
一
刑
』
ｌ

匙
ｕ
廷
一
一
’
『
一

1町

電魏農”－－饅、
可
，
３
．
‐
１
．

ｉ
Ｕ
”
尋
剖
．

ｔ
ｒ
串
《
伊
仏

一一手

戸

ト
ー
行

ｌ

ｉ
－

ｊ
ｆ
、
一

一
一
垂
．
’

一

ウ

’
ゞ
・
・
■
餌

‐．.’！，ノ

9醍醐寺境内菫
こ’､
苓金］
〆些－

一言_ニィ

鳶『、ﾉﾘ

.，ｲﾉ.’
一f1

-.,●1，7．
PJ■

』．．L，ノ

号ﾃﾃ，‘#､暑一r-=-；
＃塚~r’‐‐-｣．
〃･ノ

〆
』
．

I

、
／
銘
諏

寅一
｣,,ノI

「
一

毎
■
‐
、
‐

．
‐
’
４
‐
Ｊ
』

｜
α
・
些
〃
‐

一
Ｊ
。
□
Ｉ
ｊ
－
Ｐ

↑
、
牢
、
’
一
↓
－
１
４
、

〃
に
津
｝

』
イ
客
‐
」
０
グ

Ｆ
壷
Ｐ
Ｊ
ｌ
ｑ

Ｆ
‐
雨
・
叩
釧：

F－Lノ

に-i,'殺
一“L／；ノ

j．～‐、＆

ノーロ

.Lf

ー

~

1 簔婁一



息。上ﾕ』1」〆一一一一～～
幻二丁＝-‘－1－／〆、
僻潭炉『‐；、,二I．’／
- ‐ - - 1 , － F ．'ノ、

／､、

に『－1．丘..h--ノ。雲 毒，”､、
/a__ | ､ I

＝-~、閏

上院“・I
一生＝

上鳥羽遺跡‘’
一一一

L旦瀞

｛ご葛'鳥＝=－－，1‘！

ご房・羽’7'''二一↑ﾛｿ／■h!L

澪：しj城|-l.1_｣-~L一言Iフ0,‐諄勃、．‘跡‘-全一皇’、~』』け黎画、,／ ／'
ぎ′I、､～1〆〆

厩'一
一旨I】

lPv

忠劇≦i、…
－‐・弓二『':.-.,!i

'一苧一

F‘I ｜
＝ざ』L'I‘･'1一 皇 1 J

図版18
1．

． ’,

r

i'

一
I【

'一､垂

’
宮
司
」

L

1

1

1ノ
11

’

～

。
｛
Ｔ
１
ｑ
ｌ
商
Ｊ
，
Ｔ
‐
。
二
・
秒
一
Ｊ
守
宅
〃
ｆ

「
‘
《
・
・
‐
‐
、
．
、
・
言
逼
和
’
－
，
‐
↓
二
ゞ
”
｛
・
訓
訴
一
言
一
．
酢
．
｛
，

‐
Ｄ
“
ｌ
ｊ
４

‐
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
．
、
、
』
。
『
ｈ
ｌ
，
１
．
一

一
・
・
・
ゞ
ゞ
：
・
・
雇
〆
、
，
唾
１
１
“
》
得
。
、
、
ゞ
↑
瓜
，
↓

叩
‐
訓
佃
『
’
１
１
１
１
’
ｊ
引
引
、
」
‐
峠
‐
一
寸
、
』

》
重
要
《
↑
二
｛
｜
７
↓
」

瀧
琳
釧
州
咋
提
恋
岬
託
尹
一
顧
言
口
に
咽
Ｈ
〃
：
４
斜

ｒ
ｚ
Ｊ
１

．
咄
風
４

１
↓
’
’
１
１
１
１
４
４
１
９
凸
ｄ
４
１
ｊ
ｌ
ｌ
‐
マ
ー

１
１
■
■
４
１
■
４
１
■
‐
》

Ｇ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｇ
Ｌ
宮

■
０
卜
Ｇ
Ｉ
Ｉ
。
・

・
一
・
・
『
・
’
１
－
凸
・
ず
，
『
副
’
１
『
】
，
提
Ｉ
『
川
１
１
、
品
一
・
面
代
、
“
い
り
、
早
‐
・
’
、
［

ｑ
ｌ
Ｖ
Ｊ
Ｊ
１
『

ｂ
ｆ
ｈ
ｆ
１
Ｐ
ｌ
ｈ
宮
１

灘
！

』
庁
。
．
・
も
一
◇
’
１
ｌ
ｂ
‐
１

副
到
Ⅷ
到
燃
甜
馴
剤
／

一
Ｉ
〆
‐
Ｉ
．
‐
川
｛
１

一
」
‐
五
一
‐
‐
ゞ
ゞ
し
↑
ｕ
‐
一
恥
手
‐
一
ゞ
一
；
炉
ゞ
」
｜
《
！

一
一
Ｗ
秤
屠
所
同
：
》
｛
ゞ
埴
一
辛
次

一
隅
ｈ
酬
咄
沮
朏
上
乢
．
Ｊ
」
・
・
、
↓
｜
‐
昨
↑
１
弾
．
ｑ
‘
、
。
Ｊ
１
》
。

／

｜
ｑ
Ｐ
■
１
－

「
７
－
‐
鞭
呪
刈
“

一
一
Ｍ
‐
１
－
１
１
１
叩
『
）
、
い
い
一
凱
卓

一
一
ｌ
深
‐
他
乢
ｕ
《
川
面
口
伝
‐
淋
意
州
一
血
臥
《
《
一
・
、
、

－
－
１
汗
裾
‐
一
《
が
門
汕
‐
１
ｉ
、
ｒ
‐
｜
咋
吹
《
・
一
堯
‐
・
‐
咄
Ｌ
価
〕
一
『
』
一
昨

三
Ｊ
一
峰
：
雨
祁
．
州
冊
！
恥
略
鄙
；
「
》
ｌ
Ｌ
〆

一
ゞ
、
●
．
‐
』
・
・
』
。
『
ｉ

」
↓
’
’
一
．
一

一
●

７
門
ｌ
Ｅ
営

二
イ
腰
乱
丁
一
↓
凶

》
！
ｆ
，
’
．
一
恥
一
「
一
Ⅷ
‐
Ｌ
Ｐ
‘
‐
・
旬

Ｊ
０
ｊ

〆
１
１
。

幼
□
■
石

Ｉ

Ｌ

『
‐
‐
Ｉ

・
・
一
一
一
コ
望
↑
■
刈
側
州

一
・
〆
ｒ
」
．

１
１跡

⑳
‐
恥

／
《
宮
沁

離
‐
鵬
“

／
、
１
９
Ｊ

〆
Ｋ
Ｅ
Ｆ
‐

／
‐
１
１
ノ
ノ
司
到

〆
罰
一

〆
，
Ｌ
ｒ

〆

〆
豊
姐
型
Ⅲ
．
１
Ｎ
‐

〆
貼

〆
“
］
、
、
１
４
９
＃
‘
幸

岸

一

一
芦
一
．
》
一
Ｉ
心
“
一
・
一
塵
‐
・

一
，
淳
一
｛

上
．
一
．
ｚ
｜
ゴ

琴
・
ト
ト
ト
ー
｝
一
．
子
汁
卜
坐
睡
宇
一
一

ｒ
一
・
芦
ン
－
Ｊ
’
一
↓

↑
宅
ゴ
十
詞
↑
再

生

１

－
〆
’
１
Ｊ
ｌ
Ｊ
Ｉ

11

〆

／

／

／
／

／

.■

I

一





京都市内遺跡試掘調査概報

発行日

発行

編集

住所

印刷

平成11年度

2000年3月31日

京都市文化市民局

京都市埋蔵文化財調査センター

京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1

TEL.(075)441-5261

株式会社エツグズTEL.(075)595-0241


